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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のパチンコ機を列設すると共に、玉を揚送する玉揚送装置と、該玉揚送装置によっ
て揚送された玉を前記複数のパチンコ機に補給する補給樋と、前記複数のパチンコ機から
排出された玉を前記玉揚送装置に向けて回収する回収樋と、を少なくとも備えたパチンコ
島台が複数配列された遊技場の管理装置において、
　前記各パチンコ島台には、前記玉揚送装置に関連して設けられる玉研磨用ベルト自動巻
取機構と、前記補給樋に設けられるヒーター手段と、前記補給樋の末端から前記回収樋に
向けて玉の流下の諾否を選択し得る玉抜きストッパー機構と、を含んだ設備機器を具備し
、
　前記管理装置には、
　前記玉揚送装置の駆動を開始すると共に前記玉抜きストッパー機構を開放して玉が玉揚
送装置、補給樋、回収樋を循環する状態と、その循環状態中に前記ヒーター手段を作動し
て玉の流れをスムーズにする状態とを作り出す開店前準備処理と、
　前記玉抜きストッパー機構を閉塞する状態を作り出す営業中処理と、
　前記玉揚送装置の駆動を停止すると共に自動巻取の選択がなされたパチンコ島台に対し
て前記玉研磨用ベルト自動巻取機構を駆動する状態を作り出す閉店処理と、
のいずれかの処理を選択して実行させる処理実行手段を設け、
　前記管理装置には、さらに
　前記開店前準備処理が実行される旨の表示が付された開店前準備処理操作部と、
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　前記営業中処理が実行される旨の表示が付された営業中処理操作部と、
　前記閉店処理が実行される旨の表示が付された閉店処理操作部と、を設け、
　前記開店前準備処理操作部が操作されることにより前記開店前準備処理が実行され、前
記営業中処理操作部が操作されることにより前記営業中処理が実行され、前記閉店処理操
作部が操作されることにより前記閉店処理が実行されることを特徴とするパチンコ遊技場
の管理装置。
【請求項２】
　前記閉店処理は、前記設備機器の停止の有無をチェックする停止状態チェック処理を包
含し、
　該停止状態チェック処理によって停止していない設備機器があると判断された場合に、
前記管理装置に付設されたモニターに、前記設備機器が設けられているパチンコ島台に対
応させて稼動中の設備機器を表示すると共に当該稼動中の設備機器を停止させるか否かを
選択する停止選択画像を表示することを特徴とする請求項１記載のパチンコ遊技場の管理
装置。
【請求項３】
　前記管理装置に付設されたモニターに、各パチンコ島台に設けられた設備機器の稼働状
況を模式図化した島台画像と、前記処理実行手段で選択実行されている処理モードを表示
するための処理モード表示画面と、を表示することを特徴とする請求項１又は請求項２記
載のパチンコ遊技場の管理装置。
【請求項４】
　前記管理装置には、前記パチンコ島台に貯留される玉量を経時的に記憶する記憶手段と
、該記憶手段に記憶された数値に基づいて玉量履歴を経時的にグラフ化して当該管理装置
のモニターに表示するグラフ化表示手段と、を備えたことを特徴とする請求項１乃至請求
項３のいずれかに記載のパチンコ遊技場の管理装置。
【請求項５】
　前記開店前準備処理は、前記玉揚送装置の駆動を開始指示する始動指示処理と、該始動
指示処理から所定時間が経過したときに前記玉抜きストッパー機構を開放指示する開放指
示処理と、該開放指示処理から所定時間経過したときに前記玉揚送装置及び前記玉抜きス
トッパー機構の異常を確認する異常確認処理と、該異常確認処理によって異常が確認され
ないときに前記ヒーター手段の作動を指示する作動指示処理と、からなることを特徴とす
る請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のパチンコ遊技場の管理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、複数のパチンコ機を列設すると共に、玉を揚送する玉揚送装置と、該玉揚送
装置によって揚送された玉を前記複数のパチンコ機に補給する補給樋と、前記複数のパチ
ンコ機から排出された玉を前記玉揚送装置に向けて回収する回収樋と、を少なくとも備え
たパチンコ島台が複数配列された遊技場の管理装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、遊技場に設置される複数のパチンコ島台の管理装置としては、パチンコ島台に列
設されるパチンコ機の出玉・入玉等に基づくパチンコ機の営業管理、あるいは売り上げ等
の管理を行う管理装置が良く知られているが、最近では、パチンコ島台で循環する玉の稼
働状況や各種装置の異常をモニター上に表示して監視する監視管理装置が提案されている
（例えば、特開平８－８４８４５号）。そして、この監視管理装置は、営業中における各
パチンコ島台内の貯留タンクの貯留量、玉揚送装置（リフトや搬送コンベア等）の動作状
況又はそれらの制御、隣り合うパチンコ島台同士の玉交流動作の状況又はそれらの制御を
行うものであった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
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　しかしながら、遊技場においては、営業を開始する前の開店前準備として、各パチンコ
島台における玉の循環が正常に行われるか否かの検査を行わなければならず、また、営業
終了後の閉店時にも、玉揚送装置の停止や玉揚送装置に関連して設けられる玉研磨用の布
ベルトの交換作業等を行わなければならない。そして、従来、これらの開店前準備、開店
前準備から営業中への移行処理、及び閉店時の処理は、遊技場の店員が各パチンコ島台の
玉揚送装置のスイッチ、循環を行うための玉抜きストッパー装置の開放又は閉塞、ヒータ
ースイッチ、布ベルト交換装置のスイッチ等を操作していたため、極めて時間がかかると
共に煩雑な作業を店員に強いていたという欠点があった。本発明は、上記した事情に鑑み
なされたもので、その目的とするところは、遊技場の開店前準備から閉店後の処理まで極
めて簡単に行うことができるパチンコ遊技場の管理装置を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記した目的を達成するために、本発明の採用した具体的な手段について図面を参照し
て説明する。図１、図６、図９、図１７乃至図３０に示すように、複数のパチンコ機２を
列設すると共に、玉を揚送する玉揚送装置５と、該玉揚送装置５によって揚送された玉を
前記複数のパチンコ機に補給する補給樋１８と、前記複数のパチンコ機２から排出された
玉を前記玉揚送装置５に向けて回収する回収樋１０と、を少なくとも備えたパチンコ島台
１が複数配列された遊技場の管理装置１０４，１０５において、前記各パチンコ島台１に
は、前記玉揚送装置５に関連して設けられる玉研磨用ベルト自動巻取機構としての布ベル
ト自動巻取機構７１～７４と、前記補給樋１８に設けられるヒーター手段と、前記補給樋
１８の末端から前記回収樋１０に向けて玉の流下の諾否を選択し得る玉抜きストッパー機
構１９と、を具備し、前記管理装置１０４，１０５のうちの管理端末・台管理サーバ１０
５には、前記玉揚送装置５の駆動を開始すると共に前記玉抜きストッパー機構１９を開放
して玉が玉揚送装置５、補給樋１８、回収樋１０を循環する状態と、その循環状態中に前
記ヒーター手段を作動して玉の流れをスムーズにする状態とを作り出す開店前準備処理と
、前記玉抜きストッパー機構１９を閉塞する状態を作り出す営業中処理と、前記玉揚送装
置５の駆動を停止すると共に自動巻取の選択がなされたパチンコ島台１に対して前記布ベ
ルト自動巻取機構７１～７４を駆動する状態を作り出す閉店処理と、のいずれかの処理を
選択して実行させる処理実行手段を設け、前記管理端末・台管理サーバ１０５には、さら
に前記開店前準備処理が実行される旨の表示が付された開店前準備処理操作部としての開
店前準備処理選択画像１７１と、前記営業中処理が実行される旨の表示が付された営業中
処理操作部としての営業中処理選択画像１７２と、前記閉店処理が実行される旨の表示が
付された閉店処理操作部としての閉店処理選択画像１７３と、を設け、前記開店前準備処
理選択画像１７１が操作されることにより前記開店前準備処理が実行され、前記営業中処
理選択画像１７２が操作されることにより前記営業中処理が実行され、前記閉店処理選択
画像１７３が操作されることにより前記閉店処理が実行されることを特徴とする。
【０００５】
　このように構成することにより、管理装置１０４，１０５のうちの管理端末・台管理サ
ーバ１０５のモニター上の開店前準備処理選択画像１７１、営業中処理選択画像１７２、
閉店処理選択画像１７３のいずれかをマウスでクリックするだけで、図１９乃至図２２に
示す処理（玉揚送装置５の駆動を開始すると共に前記玉抜きストッパー機構１９を開放し
て玉が玉揚送装置５、補給樋１８、回収樋１０を循環する状態と、その循環状態中にヒー
ター手段を作動して玉の流れをスムーズにする状態とを作り出す開店前準備処理）、図２
３に示す処理（玉抜きストッパー機構１９を閉塞する状態を作り出す営業中処理）、図２
４乃至図３０に示す処理（玉揚送装置５の駆動を停止すると共に自動巻取の選択がなされ
たパチンコ島台に対して布ベルト自動巻取機構７１～７４を駆動する状態を作り出す閉店
処理）が実行されるので、遊技場の店員が開店前準備から営業中及び閉店後まで煩雑な作
業を一切行わなくても良い。
【０００６】
　また、前記閉店処理選択画像１７３をクリックすることにより実行される閉店処理には
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、図２５乃至図２８に示すように、ステップ７４の前記設備機器の停止の有無をチェック
する停止状態チェック処理を包含し、該停止状態チェック処理によって停止していない設
備機器があるとステップ８２で判断された場合に、ステップ８４で前記管理装置に付設さ
れたモニターに、前記設備機器が設けられているパチンコ島台に対応させて稼動中の設備
機器を表示すると共に当該稼動中の設備機器を停止させるか否かを選択する停止選択画像
を表示することにより、閉店後における各パチンコ島台１内に設けられる装置の停止動作
を確実に行うことができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。先ず、図１及び図２を参照
して本実施形態に係る管理装置１０４，１０５によって監視制御されるパチンコ島台１の
概略構成について説明する。図１は、パチンコ島台１の内部構造を示す縦断面図であり、
図２は、複数のパチンコ島台１の関係を示す概略図である。
【０００８】
　図１において、パチンコ島台１は、周知のように、直方体状に枠組み構成され、その長
手方向側面中央にパチンコ機２を背向並設するようになっている。また、パチンコ島台１
には、その中央部の玉揚送装置収納部４の一側にパチンコ機２で獲得したパチンコ玉を返
却するための玉返却装置３もパチンコ機２と並列状に設けられるが、この玉返却装置３は
、後述する非優先側の貯留タンク１２が内蔵されるパチンコ機２の列側に設けられること
が望ましい。これは、通常の営業状態でほとんど満杯状態となることのない非優先側の貯
留タンク１２への玉返却装置３からの賞球の返却を確実に行うことができるからである。
なお、玉返却装置３には、返却口が形成され、その返却口から返却されたパチンコ玉（賞
球）は、貯留タンク１２の上流側（図示右側）に導かれた後に貯留タンク１２の底面に貯
留されるようになっている。更に、玉返却装置３の返却口は、図示しないが電気的駆動源
（例えば、モータやソレノイド）によって開閉駆動されるようになっている。
【０００９】
　また、パチンコ島台１のほぼ中央には、玉揚送装置収納部４が構成され、該玉揚送装置
収納部４内に玉揚送装置５が収納設置されている。本実施形態に係る玉揚送装置５は、後
に詳述するが帯状の搬送ベルト６３によってパチンコ玉を揚送するものであり、その帯状
の搬送ベルト６３がパチンコ島台１に対して縦方向に設置されてパチンコ玉を上部に揚送
するものである。玉揚送装置５の上部には、揚送されたパチンコ玉を一時的に貯留する上
部タンク６が設けられている。その上部タンク６からは、左右に補給樋１８が傾斜状に設
けられており、上部タンク６からパチンコ玉を流下させるようになっている。
【００１０】
　この補給樋１８には、各パチンコ機２に対応して分配シュート（図示しない）が設けら
れ、補給樋１８を流下するパチンコ玉を取り込むようになっている。分配シュートによっ
て取り込まれたパチンコ玉は、分配シュートの下部に設けられる計数装置（図示しない）
によって計数された後、パチンコ機２の背面上部に設けられる賞球タンク（図示しない）
に供給され、遊技によって遊技者に払い出される賞球として使用される。また、この補給
樋１８の底面には、ヒーター線（図１では図示しないが管理装置１０４，１０５のうちの
管理端末・台管理サーバ１０５のモニターには、図３３に示すようにヒーター画像２１１
として表示される）が埋設（補給樋１８は、アルミニウム合金で成形されている）されて
おり、このヒーター線が管理装置１０４，１０５からの開店前準備処理期間における作動
信号に基づいて補給樋１８を暖めて流下する玉の表面に付着する湿気を取り去って玉の流
下をスムーズにするようになっている。更に、補給樋１８の末端には、開店前準備処理時
に開放して補給樋１８から回収樋１０に向けて玉の流下を許容し、営業中処理時及び閉店
処理時に閉塞して玉の流下を許容しない玉抜きストッパー装置１９が設けられている。こ
の玉抜きストッパー装置１９の詳細な構造については、後に詳述するが、これも管理装置
１０４，１０５からの指令に基づいて制御されるものである。
【００１１】
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　なお、図１中には、台間玉貸機を設けないパチンコ島台１を図示しているが、各パチン
コ機２に挟まれるようにして台間玉貸機を設けた構成とした場合には、この台間玉貸機に
も対応するように補給樋１８に分配シュートが設けられるものである。この場合、台間玉
貸機に対応して独立した分配シュートを設けても良いが、１つの分配シュートでパチンコ
機２と台間玉貸機とに分流する分配シュートであっても良い。
【００１２】
　上記した上部タンク６には、図１及び図２に示すように、複数のパチンコ島台１間に差
し渡される玉交流装置を構成する交流タンク７が連通するように設けられている。玉交流
装置は、この交流タンク７と、交流タンク７から隣接するパチンコ島台１の交流タンク７
に向けて緩やかに傾斜接続される上部傾斜樋２４と、隣接するパチンコ島台１の交流タン
ク７からの交流玉を交流タンク７の下部に受け入れるアーチ状の下部アーチ樋２５とから
構成されている。そして、上部傾斜樋２４と下部アーチ樋２５との中央部で玉が交差状に
流れるように連通し、各交流タンク７の上部傾斜樋２４の出口部分に取り付けられる開閉
装置２６を開閉制御することにより、玉の交流が行われ、実際に玉の交流が行われている
か否かは、下部アーチ樋２５の末端（交流タンク７との接続部分）に設けられる玉通過確
認センサ２７で検知される。更に、玉交流装置の制御は、自島又は隣接する島等の後述す
る玉量検出センサＳ１～Ｓ９の検出出力に基づいて行われる。なお、上記した上部タンク
６及び交流タンク７は、カバー体８によって被覆されているが、このカバー体８は、着脱
自在に装着されることが望ましい。
【００１３】
　一方、パチンコ島台１の下部であって玉揚送装置５の両サイドには、貯留タンク１１，
１２が設けられている。この貯留タンク１１，１２には、多量のパチンコ玉を貯留する程
大きく形成される。具体的には、貯留タンク１１，１２の貯留部に貯留されるパチンコ玉
数は、当該パチンコ島台１に設置される複数のパチンコ機２の各種の遊技状態に十分対処
し得る程度（例えば、各１５～２０万個ずつ）の大きさに設計される。
【００１４】
　しかして、各パチンコ機２から排出される使用済玉は、計数機能を有するアウト玉箱９
の玉排出ノズル（図示しない）から下方に排出される。この玉排出ノズルは、前記貯留タ
ンク１１，１２に臨む位置のパチンコ機２においては、貯留タンク１１，１２の中央に下
流端部（島台中央側）から上流端部に向かって下り傾斜状に設けられるアウト玉誘導内部
樋に臨んで配され、貯留タンク１１，１２から外れた位置のパチンコ機２においては、島
端から貯留タンク１１，１２に向かって下り傾斜する回収樋１０に臨んで配されるように
なっている。そして、回収樋１０は、前記アウト玉誘導内部樋と合流して貯留タンク１１
，１２の一側側壁下部に沿って設けられるアウト玉誘導合流樋１３（これも回収樋の下流
部分を構成する）によって前記玉揚送装置５の導入樋１５に向けて優先的に導かれるよう
になっている。ただし、優先的に玉が貯留される優先貯留タンク１１のアウト玉誘導合流
樋１３は、底面よりやや上方に設けられてその末端が連絡樋１４を介して非優先貯留タン
ク１２側に導かれて導入樋１５に誘導されるようになっている。
【００１５】
　また、上記した貯留タンク１１，１２には、前記上部タンク６からオーバーフローした
パチンコ玉及び交流タンク７から流入する交流玉を下部に還流するオーバーフローボック
ス２０がそれぞれ接続されている。オーバーフローボックス２０は、玉揚送装置５の隣接
空間を利用する形で設けられた直方体状のボックスであり、その内部が分岐仕切２１によ
って縦方向に仕切られている。この分岐仕切２１は、オーバーフローボックス２０の一側
に寄せて設けられ、その幅広領域に連通する一側の通路内に複数の流下板を段差状に交互
に設けてボックス優先通路２０ａを構成し、その幅狭領域に連通する他側の通路内にも複
数の流下板を段差状に交互に設けてボックス非優先通路２０ｂを構成している。
【００１６】
　しかして、上部タンク６からオーバーフローしたパチンコ玉及び交流タンク７から流入
する交流玉は、ボックス優先通路２０ａに優先的に導かれ、そのボックス優先通路２０ａ
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が満杯となったときにボックス非優先通路２０ｂに溢れ出るようになっている。そして、
ボックス優先通路２０ａ及びボックス非優先通路２０ｂは、左側の貯留タンク１１（以下
、優先貯留タンク１１という場合がある）及び右側の貯留タンク１２（以下、非優先貯留
タンク１２という場合がある）に連通するようになっている。このように、本実施形態に
おいては、オーバーフロー機構を従来のフレキシブルパイプに代えてボックス状に構成し
たので、還流されるパチンコ玉による騒音の発生を極めて小さくすることができると共に
、還流機能だけでなく相当量のパチンコ玉（本実施形態においては、約２～３万個）を貯
留する貯留機能もあるので、従来使用されていなかった空間を利用してパチンコ島台１内
部における貯留空間として有効に利用し得る。
【００１７】
　なお、図１においては、オーバーフローボックス２０が玉揚送装置５よりも手前側に描
かれているが、これは、オーバーフローボックス２０の構造を詳細に示すためであって実
際にはオーバーフローボックス２０は、玉揚送装置５よりも奥側に形成されている。また
、ボックス非優先通路２０ｂの上方には、オーバーフロー用センサ２２が配置されており
、このオーバーフロー用センサ２２が貯留玉を検出したときには、前記玉揚送装置５のモ
ータ６２の駆動を緊急停止するようになっている。これは、これ以上の玉をパチンコ島台
１の内部で貯留できない上限であり、本来なら、次に説明する玉量センサＳ８がＯＮした
時点で玉返却装置３の返却を禁止し玉交流装置によって隣接するパチンコ島台１に玉を移
送するので、オーバーフロー用センサ２２がＯＮすることはないが、異常な返却が行われ
たとき（例えば、玉返却装置３の返却禁止装置が故障したとき）、又はオーバーフローボ
ックス２０での玉詰まりが生じたときにＯＮする場合もあるので、そのような非常時に対
応できるようにしたものである。
【００１８】
　また、貯留タンク１１，１２の内側側壁には、それぞれ貯留玉量を検出するための複数
の貯留レベル検出センサＳ１～Ｓ８が設けられている。本出願人らの実験によれば、貯留
タンク１１，１２内のパチンコ玉の貯留変化は、各貯留タンク１１，１２の上流側から滞
留するものであることが分かった。このため、貯留レベル検出センサＳ１～Ｓ８は、ほぼ
水平方向の直線状に配置し、優先貯留タンク１１の上流側に配された貯留レベル検出セン
サＳ１で貯留量の下限を検出する一方、非優先貯留タンク１２の下流側に配された貯留レ
ベル検出センサＳ８で貯留量の上限を検出する構成としている。そして、これら検出セン
サＳ１～Ｓ８の検出信号に基づいて、パチンコ島台１の両端外部に取り付けられた貯留レ
ベル報知器２３が貯留タンク１１，１２内の貯留量を報知するようになっていると共に、
玉交流装置の開閉装置２６の開閉制御を行って、複数のパチンコ島台１の玉貯留量の均等
化を図るようになっている。
【００１９】
　ところで、前述したように優先貯留タンク１１と非優先貯留タンク１２とは、若干異な
る構造となっている。即ち、前記玉揚送装置５の導入樋１５が非優先貯留タンク１２の底
面方向に向けて配置されているので、優先貯留タンク１１に貯留された玉は、優先貯留タ
ンク１１の底面に連通される下部連絡樋１６から小型揚送装置１７に導かれ、この小型揚
送装置１７によって非優先貯留タンク１２に供給されるものである。このように、優先貯
留タンク１１は、受け入れて貯留したパチンコ玉を直接的に玉揚送装置５に導出するので
はなく、小型揚送装置１７を介して非優先貯留タンク１２に送り込む。即ち、本実施形態
のパチンコ島台１では、貯留タンク１１，１２で受け入れたパチンコ玉を非優先貯留タン
ク１２側から一括して玉揚送装置５に導く構成となっている。このように玉揚送装置５の
導入樋１５を一方の貯留タンク１２方向だけに向けたのは、玉揚送装置５への玉の流入を
スムーズにして玉揚送装置５の揚送能力を十分に発揮させるためであると共に、パチンコ
島台１の島幅が狭くなるように形成するためである。
【００２０】
　更に、優先貯留タンク１１において、非優先貯留タンク１２に連絡される連絡樋が上下
２つ設けられる理由としては、上部のアウト玉誘導合流樋１３に連絡される連絡樋１４が
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使用されて汚れたパチンコ玉を優先貯留タンク１１内に貯留することなく優先的に玉揚送
装置５に導くために、比較的高い位置、具体的には、非優先貯留タンク１２の底面よりも
高い位置に設ける必要がある。そうでないと、アウト玉誘導合流樋１３を流下するアウト
玉を非優先貯留タンク１２側まで自然流下させることができない。一方、優先貯留タンク
１１の底面をアウト玉合流樋１３の高さ位置に一致させれば、優先貯留タンク１１に貯留
されるパチンコ玉も連絡樋１４を介して非優先貯留タンク１２側に自然流下させることが
できるが、底面の位置が高くなるので、その分優先貯留タンク１１内の貯留量が減少する
という欠点がある。このため、優先貯留タンク１１の底面の高さ位置を低くして貯留量を
増加せしめ、底面に連通する下部連絡樋１６を小型揚送装置１７に接続し、該小型揚送装
置１７によって非優先貯留タンク１２に送るようになっている。
【００２１】
　以上、パチンコ島台１の概略構成について説明してきたが、パチンコ島台１の構成とし
て、上記した構成以外に、例えば、図３及び図４に示すような構成を有するパチンコ島台
１Ａ、図５に示すような構成を有するパチンコ島台１Ｂ等がある。これらについて簡単に
説明する。まず、図３及び図４を参照してパチンコ島台１Ｂの構成について説明する。図
３は、パチンコ島台１Ａの内部構造を示す縦断面図であり、図４は、複数のパチンコ島台
１Ａの関係を示す概略図である。しかして、この図３及び図４に示すパチンコ島台１Ａは
、図１及び図２に示すパチンコ島台１とその内部構造は、ほとんど同じであり、相違する
点は、隣接するパチンコ島台との間の玉交流装置の構成だけである。
【００２２】
　即ち、図３及び図４に示すパチンコ島台１Ａにおいては、交流タンク７が設けられてお
らず、上部タンク６に揚送された玉は、補給樋１８に供給されるか、オーバーフローボッ
クス２０に還流されるかのいずれかであり、隣接するパチンコ島台１Ａに玉を移送する構
成としては、補給樋１８の上流側に設けられるアーチ移送装置３０である。このアーチ移
送装置３０は、補給樋１８に取り付けられた分配シュートから取り込んだ玉を取込管３１
からアーチ状の隣接するパチンコ島台１Ａに向かって差し渡される移送樋３３に向かって
強制的に送るものである。強制的に送る機構としては、取込管３１と移送樋３３との間に
設けられる移送モータ３２であり、この移送モータ３２の出力軸に固着された回転円盤に
よって取込管３１から一列状に供給される玉を移送樋３３に一列状に押し出すようになっ
ている。そして、隣接するパチンコ島台１Ａにとっての移送樋３３は、自島にとって玉を
受ける受給樋３５となる。したがって、１つのパチンコ島台１Ａには、左右のパチンコ島
台１Ａに向かって移送樋３３と受給樋３５とが一対となって設けられるが、これらは、図
４に示すように隣接一体化されたアーチ樋３６としてパチンコ島台１Ａ間に差し渡されて
いる。なお、受給樋３５の末端は、前述した非優先貯留タンク１２に臨むように設けられ
、移送樋３３の基部には、玉の移送が行われているか否かを確認（通過玉数を検出するこ
とも可）する玉通過確認センサ３４が設けられている。
【００２３】
　しかして、上記したパチンコ島台１Ａのアーチ移送装置３０と図１及び図２に示す玉交
流装置との相違点は、単位時間あたりの移送量が異なるだけであり、その制御方法は、ほ
ぼ同じ制御で良い。因に、アーチ移送装置３０による移送量は、玉交流装置による移送量
の約１／６である。具体的には、アーチ移送装置３０の移送量は、５００個／分であるの
に対し、玉交流装置の移送量は、３０００個／分である。
【００２４】
　なお、図１及び図２、図３及び図４に示すパチンコ島台１，１Ａの変形例としては、貯
留タンク１１，１２の貯留量を増加するために、貯留タンク１１，１２のいずれか一方又
は両方の外側に補助タンクを配置したものもあるが、これらは、単に貯留量を増加するだ
けのために設けられるものであり、主たる機構上の相違点はない。
【００２５】
　また、図５に示すパチンコ島台１Ｂの構成は、パチンコ島台内部の構成の相違点として
は、大型の貯留タンクを具備したパチンコ島台と具備しないパチンコ島台とがある点であ
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り、また、それらの混在したパチンコ島台を長尺及び短尺な交流樋で連結した点で外観上
の相違点がある。図５に示す例で詳細に説明すると、左右両端に設置されるパチンコ島台
１Ｂのうち、左端の左パチンコ島台１Ｂには、その内部に大型のサブベースタンク４２が
内蔵されると共に玉返却装置４１も設けられ、右端の右パチンコ島台１Ｂの裏面には、さ
らに大型のメインベースタンク４０が設けられている。このメインベースタンク４０は、
多くの場合、パチンコ島台を配置する際に、遊技場の柱等の障害物にパチンコ島台がかか
った場合に、その柱を利用して右パチンコ島台１Ｂの裏面に設置されるものであり、その
右パチンコ島台１Ｂとメインベースタンク４０との間に返却樋５０と流出樋５１とが差し
渡されている。また、メインベースタンク４０にも玉返却装置４１が設けられている。ま
た、中間の２つのパチンコ島台１Ｂには、大型のタンクが設けられておらず、小型のタン
ク４３が設けられているに過ぎないが、一方の右中パチンコ島台１Ｂには、玉返却装置４
１が設けられている。なお、メインベースタンク４０及びサブベースタンク４２内には、
貯留量を検出する玉量センサＳ１～Ｓ５が設けられている。
【００２６】
　ところで、左右の左パチンコ島台１Ｂと右パチンコ島台１Ｂとの間には、長尺な交流樋
４４，４６が交差状に差し渡されており、左パチンコ島台１Ｂと左中パチンコ島台１Ｂと
の間、及び右パチンコ島台と右中パチンコ島台１Ｂとの間にも短尺な交流樋４８，４９が
それぞれ端部のパチンコ島台に向かって下り傾斜するように設けられている。
【００２７】
　しかして、右パチンコ島台１Ｂから左パチンコ島台１Ｂに向かって下り傾斜して掛け渡
される第１交流樋４４の末端には、第１開閉装置４５が設けられており、サブベースタン
ク４２の上限玉量センサＳ５がＯＮでないという条件を満たし且つメインベースタンク４
０の上限玉量センサＳ５がＯＮしたときに開放し、メインベースタンク４０の上限より１
つ下の玉量センサＳ４がＯＦＦとなったときに閉じるようになっている。また、第１開閉
装置４５は、メインベースタンク４０の下限玉量センサＳ１より１つ上の玉量センサＳ２
がＯＦＦでないという条件を満たしており且つサブベースタンク４２の下限玉量センサＳ
１がＯＦＦになったときにも開放し、サブベースタンク４２の玉量センサＳ２がＯＮした
ときにも閉じるようになっている。なお、第１開閉装置４５が閉じている状態において、
第１交流樋４４に詰まっている玉は、左中及び右中パチンコ島台１Ｂの玉が不足している
ときには、自然落下するようになっている。
【００２８】
　また、左パチンコ島台１Ｂから右パチンコ島台１Ｂのメインベースタンク４０に向かっ
て下り傾斜して掛け渡される第２交流樋４６の末端には、第２開閉装置４７が設けられて
おり、メインベースタンク４０の上限玉量センサＳ５がＯＮでないという条件を満たし且
つサブベースタンク４２の上限玉量センサＳ５がＯＮしたときに開放し、サブベースタン
ク４０の上限より１つ下の玉量センサＳ４がＯＦＦとなったときに閉じるようになってい
る。また、第２開閉装置４７は、サブベースタンク４２の下限玉量センサＳ１より１つ上
の玉量センサＳ２がＯＦＦでないという条件を満たしており且つメインベースタンク４０
の下限玉量センサＳ１がＯＦＦになったときにも開放し、メインベースタンク４０の玉量
センサＳ２がＯＮしたときにも閉じるようになっている。なお、第２開閉装置４７が閉じ
ている状態において、第２交流樋４６に詰まっている玉は、左中及び右中パチンコ島台１
Ｂの玉が不足しているときには、自然落下するようになっている。
【００２９】
　更に、左中パチンコ島台１Ｂから左パチンコ島台１Ｂに向かって下り傾斜する第３交流
樋４８は、左中パチンコ島台１Ｂの玉が充満したときに流れるようになっており、右中パ
チンコ島台１Ｂから右パチンコ島台１Ｂに向かって下り傾斜する第４交流樋４９は、右中
パチンコ島台１Ｂの玉が充満したときに流れるようになっている。また、右パチンコ島台
１Ｂで充満した玉は、返却樋５０を介してメインベースタンク４０に返却され、メインベ
ースタンク４０に貯留された玉は、流出樋５１を介して右パチンコ島台１Ｂのタンク４３
に供給される。なお、第１～第４交流樋４４，４６，４８，４９は、パチンコ島台１Ｂの
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上部タンク６間に差し渡されるものであると共に、この形式のパチンコ島台１Ｂにおいて
は、玉返却装置４１が島端に設けられるものが多い。
【００３０】
　以上、３つのパチンコ島台１，１Ａ，１Ｂの構造について説明してきたが、パチンコ島
台１及び１Ａは、アーチ形式の玉交流装置を有してそれぞれ大型の貯留タンク１１，１２
と玉返却装置３とを有して、原則的にそれぞれのパチンコ島台１，１Ａで独立的に営業が
継続できるように大型の貯留タンクを設け、時として生じる玉不足又は玉過剰の状態に対
してアーチ形式の玉交流装置によって補足的にそのような状態を解消するのに対し、パチ
ンコ島台１Ｂは、複数のパチンコ島台の間で玉の受給のバランスを取ることを前提として
、各パチンコ島台の内部構造（特に貯留タンクの構造）を簡略化するものであり、それぞ
れのパチンコ島台に一長一短がある。しかし、いずれの形式のパチンコ島台１，１Ａ，１
Ｂにおいても、内部に布ベルト自動巻取装置付き玉揚送装置５、玉抜きストッパー装置１
９、ヒーター付き補給樋１８、回収樋１０を有することに変わりはない。そこで、以下、
玉揚送装置５、玉抜きストッパー装置１９について順次説明する。
【００３１】
　まず、図６及び図７を参照して布ベルト自動巻取装置付き玉揚送装置５について詳細に
説明する。図６は、パチンコ島台１の内部に収納された状態の玉揚送装置５の側面図であ
り、図７は、玉揚送装置５の斜視図である。図において、玉揚送装置５は、支持台６０の
上部に揚送筒本体６１が垂直状に立設され、揚送筒本体６１の内部を下部に支持されるモ
ータ内蔵プーリ６２によって駆動される搬送ベルト６３が周回するようになっている。そ
して、揚送筒本体６１の下部には、玉磨き前のパチンコ玉が流入する玉流入口６４が形成
され、揚送筒本体６１の上部には、玉磨き後のパチンコ玉が排出される玉排出口６５が形
成されている。したがって、玉流入口６４から流入したパチンコ玉は、搬送ベルト６３に
よって揚送され、玉排出口６５から排出されるが、その揚送される過程で後述する布ベル
ト７５との摩擦力によってパチンコ玉に付着した汚れが拭き取られ、玉排出口６５からは
、きれいにされたパチンコ玉が排出されることになる。
【００３２】
　なお、玉排出口６５の直前には、屈曲したアール樋６６が設けられ、そのアール樋６６
の内部に搬送ベルト６３が掛け渡される上端プーリが設けられる。また、アール樋６６と
次に説明するガイドレールカバー体６８との間には、ガイドレールカバー体６８によって
複数列状に揚送された玉を各列毎に検出する還元機センサ６７が設けられている。この還
元機センサ６７は、後に詳述するように揚送される玉の有無を検出するものであるが、揚
送される玉数を計数するためにも使用することができる。更に、玉流入口６４の直前には
、営業終了時に閉塞され、開店前準備処理時に開放されるシャッター装置６４ａも設けら
れている。なお、このシャッター装置６４ａは、図示の場合、導入樋１５の下流端に設け
たものを示したが、導入樋１５の上流端である非優先貯留タンク１２の出口部分を塞ぐよ
うに貯留タンク１２に取り付けても良い。この方がシャッター装置６４ａの取付を極めて
簡単に行うことができる。
【００３３】
　一方、前記した揚送筒本体６１の背面側には、ガイドレールカバー体６８が一側辺を蝶
番６９で軸支されて開閉自在に取り付けられている。このガイドレールカバー体６８は、
前記搬送ベルト６３や布ベルト７５を玉揚送装置５に装着する際に開放されるものである
と共に、布ベルト７５自体がガイドレールカバー体６８を周回するように装着される。そ
して、搬送ベルト６３や布ベルト７５が装着された時には、止着レバー７０によってガイ
ドレールカバー体６８を揚送筒本体６１に対面させた状態に維持される。ただし、詳細に
は説明しないが、揚送筒本体６１とガイドレールカバー体６８との間には、隙間が形成さ
れることとなるが、この隙間は、止着レバー７０によってその寸法を設定することができ
、その設定値に応じて揚送されるパチンコ玉への圧力を変化させることができる。なお、
ガイドレールカバー体６８の前面側（搬送ベルト６３と対面する側）には、玉を一列状に
区画して揚送せしめる縦状の溝が複数列（例えば、４列～７列）形成されている。
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【００３４】
　ところで、上記したガイドレールカバー体６８の背面には、引張ユニット７１と、チャ
ッキングユニット７２とが取り付けられている。引張ユニット７１は、ガイドレールカバ
ー体６８の上部に取り付けられて図示しないモータの駆動力により使用済の布ベルト７５
を引っ張るものであり、チャッキングユニット７２は、ガイドレールカバー体６８の下部
に取り付けられて布ベルト７５の移動を停止せしめるものである。また、チャッキングユ
ニット７２の下部であって玉揚送装置収納部４の底面には、使用前の布ベルト７５をロー
ル状に収納載置する装着ユニット７３が設けられ、引張ユニット７１の下部後方であって
玉揚送装置収納部４の側面には、使用済の布ベルト７５をモータの駆動力によりロール状
に巻取る巻取ユニット７４が取り付けられている。そして、上記した引張ユニット７１、
チャッキングユニット７２、装着ユニット７３、巻取ユニット７４が布ベルト自動巻取装
置を構成するものである。
【００３５】
　しかして、上記のように構成される布ベルト自動巻取装置においては、管理装置１０４
，１０５から導出される自動巻取信号が導出されると、まず、チャッキングユニット７２
によりチャッキング動作を電気的駆動源の作動により緩め、その後、引張ユニット７１の
モータの駆動により布ベルト７５を引っ張ると同時に巻取ユニット７４のモータを駆動し
て使用済の布ベルト７５を巻取る。使用前の布ベルト７５がガイドレールカバー体６８の
前面に位置するだけの時間、上記した各モータを駆動した後、まず、チャッキングユニッ
ト７２の電気的駆動源を作動して布ベルト７５をチャッキングし、その僅かな後に前記各
モータの駆動を停止することにより、使用済の布ベルト７５を巻取って、使用前の布ベル
ト７５をガイドレールカバー体６８の前面に表装させることができる。なお、このような
巻取動作が正常に行われたか否かを検出するために、引張ユニット７１内には、布ベルト
７５を挟持して送る従動ローラの回転数を計数するためのセンサが設けられ、また、チャ
ッキングユニット７２には、装着ユニット７３との間で張設される布ベルト７５の張力が
あるか否か検出するリミットスイッチが設けられている。このリミットスイッチは、後に
詳述するように張力がないことを検出したときに、装着ユニット７３に装着した布ベルト
７５がなくなったと判別して、布ベルト７５の交換信号を導出するために使用されるもの
である。
【００３６】
　次に、玉抜きストッパー装置１９の構成について図８を参照して説明する。図８は、玉
抜きストッパー装置１９の分解斜視図である。図において、玉抜きストッパー装置１９は
、分岐したパチンコ玉を一列になるように蛇行状誘導する蛇行状傾斜通路８３が形成され
る分流器本体８０に集約形成されている。即ち、分流器本体８０は、その前面側に形成さ
れる取付片８１によって前記補給樋１８に着脱自在に取り付け得るようになっており、補
給樋１８に取り付けた状態でその前面側に形成される取込口８２から補給樋１８を流下す
るパチンコ玉を蛇行状傾斜通路８３の上流部に自然に取り込むようになっている。蛇行状
傾斜通路８３は、玉を一列に整列する幅で蛇行状に形成され、その途中の上部には、パチ
ンコ玉の上下方向の重複を解除するために下部に重錘が埋設された玉ならし部材８４が揺
動自在に垂下されている。また、蛇行状傾斜通路８３の下流端は、下方に向かって折曲さ
れ、その折曲された出口部分には、接続具８６を介して接続蛇腹パイプ８８が接続されて
いる。接続具８６には、玉の通過及び有無を検出する玉通過センサ８７が取り付けられて
いる。なお、接続蛇腹パイプ８８の下端は、図１に示すように回収樋１０の上部に臨むよ
うになっている。
【００３７】
　また、蛇行状傾斜通路８３の途中には、手動的に玉の流れを止める流下防止ピン８５と
ストッパー装置８９が設けられている。流下防止ピン８５は、故障時や点検時に強制的に
蛇行状傾斜通路８３内に挿入するものであり、通常時は、蛇行状傾斜通路８３内に挿入さ
れることはない。一方、ストッパー装置８９は、蛇行状傾斜通路８３の底面側に取り付け
られるものであり、キープソレノイド９０と該キープソレノイド９０によって駆動される
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Ｌ字状のストッパー部材９１とから構成されるものである。キープソレノイド９０は、コ
イルが巻かれた電磁石の上部に永久磁石が一体的に設けられるものであり、プランジャが
下方に吸引され且つ電流が導通されなくなった状態で、プランジャを付設の補助バネの付
勢力に抗して下方位置を保持するように永久磁石で吸着する作用を有するものである。ま
た、電磁石に逆方向の電流を流してプランジャを反発させて上昇させ且つ電流が導通され
なくなった状態で、永久磁石のプランジャに対する影響をなくしてプランジャを上昇させ
た位置で保持し、補助バネでその位置保持を補助させるようになっている。
【００３８】
　つまり、キープソレノイド９０は、電磁石を構成するコイルにプランジャを吸引する方
向の電流（以下、正電流という）と反発する方向の電流（以下、逆電流という）を流すこ
とにより、プランジャを上下動できるように構成されている。このため、例えば、正電流
と逆電流とを所定の周波数（例えば、通常の交流電流の５０Ｈｚ，６０Ｈｚ）で流すこと
により、プランジャをバイブレーション振動させる制御を極めて簡単に行うことができる
。このバイブレーション振動制御は、プランジャが吸引された側（ストッパー部材９１の
先端部が蛇行状傾斜通路８３に侵入した状態）で実行されるように制御プログラムが作ら
れている。なお、このようなバイブレーション振動を通常のソレノイド（吸引方向だけ電
磁石で行い、反発方向をスプリングで行うもの）で行うことも可能であるが、この通常の
ソレノイドを使用した場合には、スプリングのバネ係数、長さ等の要因に厳密な精度が要
求され極めて高価になると共に長期間に渡る動作精度を確保することができないという欠
点がある。
【００３９】
　以上、玉抜きストッパー装置１９の詳細な構成について説明してきたが、本実施形態に
おける玉抜きストッパー装置１９においては、分岐したパチンコ玉を一列になるように蛇
行状誘導する蛇行状傾斜通路８３と、該蛇行状傾斜通路８３の下流部に設けられる玉通過
検出センサ８７と、蛇行状傾斜通路８３内に進退自在なストッパー部材９１と、該ストッ
パー部材９１を駆動するキープソレノイド９０と、からなり、管理装置１０４，１０５に
よる開店前準備処理指令があったときに、ストッパー部材９１を蛇行状傾斜通路８３内に
侵入させた状態でバイブレーション振動させるようにキープソレノイド９０を制御したの
ち退避して玉の流下を許容する。このため、蛇行状傾斜通路８３内で玉づまりが生じても
、緩慢な衝撃ではないバイブレーション振動が蛇行状傾斜通路８３に与えられるので、蛇
行状傾斜通路８３と、その内部で玉づまりをしているパチンコ玉とが同期的に振動するこ
とがなく、バイブレーション振動により確実に玉づまりを解消したのち、玉を流下させる
ので、開店前準備処理におけるパチンコ島台１内の玉の循環動作を確実に行うことができ
る。
【００４０】
　以上、実施例に係る管理装置１０４，１０５によって監視管理されるパチンコ島台１，
１Ａ，１Ｂ、及びその内部に設けられる各装置について説明してきたが、それらのパチン
コ島台１（１Ａ，１Ｂも同様）は、図９に示すように台管理コンピュータ１０４を介して
管理端末・台管理サーバ１０５によって管理されている。図９は、遊技場及び遊技場に設
置される複数のパチンコ島台１を管理するための各種の管理装置と島台との関係を示すブ
ロック図である。
【００４１】
　図において、前述したパチンコ島台１の内部には、パチンコ島台１に設けられる台間玉
貸機や金庫、玉返却装置３、代表ランプ（大当りや不正行為を報知するために島台の両端
部上方に設置される）等の配線が中継される島端Ｂユニット１０２、前記した玉揚送装置
５、布ベルト自動巻取装置、アーチ等の玉交流装置、ストッパー装置１９、ヒーター等の
島設備用電気機器の配線が中継される島設備用島端Ｂユニット１０３が設けられると共に
、その島端Ｂユニット１０２及び島設備用島端Ｂユニット１０３と、列設されるパチンコ
機２のパチンコ機基板１０１からの配線とを中継する島端Ａユニット１００が設けられて
いる。そして、島端Ａユニット１００から台管理コンピュータ１０４に配線が接続され、
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その台管理コンピュータ１０４から管理端末・台管理サーバ１０５（ＬＰＵと略称する場
合がある）に配線が接続されている。また、管理端末・台管理サーバ１０５には、景品交
換場に設置される景品交換情報を入出力するカウンターターミナル１０８や、景品交換の
際に使用されるカードリーダ１０９が接続されて管理する顧客管理サーバ１０６、及び店
内カメラ等を管理するセキュリティーサーバ１０７が接続されている。なお、台管理コン
ピュータ１０４は、パチンコ機２への打込玉信号や補給玉信号、又はパチンコ機基板１０
１から導出される各種信号に基づいて各パチンコ機２の個別データを管理するものであり
、従来からすべての遊技場に設置されるものであり、この台管理コンピュータ１０４と管
理端末・台管理サーバ１０５とにより、本発明の管理装置を構成するものである。
【００４２】
　しかして、上記した管理端末・台管理サーバ１０５と台管理コンピュータ１０４とパチ
ンコ島台１との関係だけを図１０に示すと、管理端末・台管理サーバ１０５は、表示操作
部１０５ａ（モニター、キーボード、マウスを含む）と通信制御部１０５ｂとを有し、そ
の通信制御部１０５ｂと台管理コンピュータ１０４の通信制御部１０４ｃとの間で信号の
やり取りが行われる。台管理コンピュータ１０４は、管理端末・台管理サーバ１０５の通
信制御部１０５ｂからの設定指令に基づく設定を行う設定部１０４ａと遊技場内のすべて
のパチンコ島台１の制御を行う全島制御部１０４ｂとパチンコ島台１及び管理端末・台管
理サーバ１０５との間での信号のやり取りを行う通信制御部１０４ｃとを有している。そ
して、その通信制御部１０４ｃとパチンコ島台１内の島端Ａユニット１００に設けられる
通信制御部１００ｃとの間で信号のやり取りが行われる。つまり、台管理コンピュータ１
０４からの指令信号は、通信制御部１００ｃから信号出力部１００ａを介してパチンコ島
台１内の各種の装置１０１等に出力され、逆にパチンコ島台１内の各種の装置１０１等か
ら発せられた信号は、信号入力部１００ｂから通信制御部１００ｃに送られて台管理コン
ピュータ１０４に入力される。
【００４３】
　つまり、パチンコ島台１内に設けられる各種の装置に指令を導出したり、あるいは逆に
各種の装置から信号を受けたりするのは、台管理コンピュータ１０４であるが、ある種の
動作を行わせるため、又はある種のデータに基づく表示を行うために設けられるのが管理
端末・台管理サーバ１０５であり、それらの動作を制御するために、台管理コンピュータ
１０４と管理端末・台管理サーバ１０５との間が信号配線によって接続されている。なお
、パチンコ島台１と台管理コンピュータ１０４との間、台管理コンピュータ１０４と管理
端末・台管理サーバ１０５との間の配線の接続は、通常の配線（ツイストペアー線）で行
っても良いが、光通信線による配線で接続しても良い。
【００４４】
　しかして、上記した台管理コンピュータ１０４と管理端末・台管理サーバ１０５とによ
って制御される動作及び状態について図１１乃至図４２を参照して以下説明する。図１１
は、管理端末・台管理サーバ１０５のモニター画面１０５ａの初期画面の正面図であり、
図１２は、図１１の初期画面中の営業管理選択画像１１０をクリックし且つ操作選択画像
１２２の島監視をクリックしたときに表示されるアーチ形式パチンコ島台の島監視メニュ
ー画面１２０の正面図であり、図１３は、パチンコ島台が玉交流装置形式であるときの島
監視メニュー画面１２０の正面図であり、図１４は、図１２及び図１３において表示され
る島台画像１２７の玉貯留量の表示態様を説明するための説明図であり、図１５は、図１
２及び図１３と異なる表示方法で表示する島監視メニュー画面１２０の正面図であり、図
１６は、図１２の監視設備選択画像１２３及びメニュー選択画像１２４をクリックしたと
きに表示される処理画像の説明図であり、図１７は、図１６（Ｂ）の処理モード選択画像
１４７をクリックしたときに表示される処理モードウィンドーズ画面１６７の正面図であ
り、図１８は、図１７に表示される処理モードの経時的な操作を示すフロー図であり、図
１９乃至図２２は、処理モードのうち、開店前準備処理を選択したときに実行される動作
を示すフロー図であり、図２３は、処理モードのうち、営業中処理を選択したときに実行
される動作を示すフロー図であり、図２４乃至図３０は、処理モードのうち、閉店処理を
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選択したときに実行される動作を示すフロー図であり、図３１は、図１６（Ｂ）の動作表
示選択画像１４８をクリックし且つ全エリア指示選択画像１５４を実行させたときに表示
される全エリア動作指示ウィンドーズ画面１７８の正面図であり、図３２は、図１６（Ｂ
）の動作表示選択画像１４８をクリックし且つ指定ブロック指示選択画像１５５を実行さ
せたときに表示される指定ブロック動作指示ウィンドーズ画面１８８の正面図であり、図
３３は、図１６（Ｂ）の島別詳細表示選択画像１４９をクリックし且つ島指定選択画像１
５９をクリックさせて実行させたときに表示されるアーチ形式のパチンコ島台の島詳細画
面２０３の正面図であり、図３４は、同じ操作をしたときの玉交流形式のベースタンク具
備パチンコ島台の島詳細画面２０３ａの正面図であり、図３５は、同じ操作をしたときの
玉交流形式のベースタンクを有しないパチンコ島台の島詳細画面２０３ｂの正面図であり
、図３６は、図１６（Ｂ）の処理履歴選択画像１５０をクリックし且つ全処理履歴選択画
像１６４をクリックしたときに表示される全処理履歴表示ウィンドーズ画面２２６の正面
図であり、図３７は、図１６（Ｂ）の処理履歴選択画像１５０をクリックし且つ玉量履歴
選択画像１６６をクリックしたときに表示される玉量履歴表示ウィンドーズ画面２３２の
正面図であり、図３８は、図３７のグラフキー画像２３８をクリックし且つグラフ呼出キ
ー画像２３９をクリックしたときに表示される玉量推移グラフ表示ウィンドーズ画面２４
１の正面図であり、図３９は、図１１の設定画像１１８をクリックし且つ初期設定を実行
させたときに表示される初期設定画面２５０の正面図であり、図４０は、図３９の設定内
容表示画像２５１中の詳細設定の欄をクリックしたときに表示されるアーチ形式パチンコ
島台の詳細設定ウィンドーズ画面２５７の正面図であり、図４１は、同じく図３９の設定
内容表示画像２５１中の詳細設定の欄をクリックしたときに表示される玉交流形式パチン
コ島台の詳細設定ウィンドーズ画面２５９の正面図であり、図４２は、図１１の設定画像
１１８をクリックし且つ業務設定を実行させたときに表示される業務設定画面２６１の正
面図である。
【００４５】
　まず、台管理コンピュータ１０４及び管理端末・台管理サーバ１０５の電源を投入する
と、管理端末・台管理サーバ１０５の表示操作部のモニタ－１０５ａには、図１１に示す
初期画面が表示される。この初期画面には、本実施形態に係る処理を実行させる操作を選
択するための営業管理選択画像１１０、店内カメラ等のセキュリティに関する処理を実行
させる操作を選択するための開閉店処理選択画像１１１、各パチンコ機２の収支等に関す
るデータを表示させる操作を選択するための台データ選択画像１１２、遊技場の売上デー
タ等を表示させる操作を選択するための売上データ選択画像１１３、経営戦略に関するメ
ッセージ等を表示させる操作を選択するための経営戦略選択画像１１４、他のソフトをイ
ンストールする場合の操作を選択するための入力選択画像１１５、通信処理を行うための
操作を選択するための通信選択画像１１６、コンピュータに関するメンテナンスを表示さ
せるための操作を選択するためのメンテナンス選択画像１１７、各種の設定を行う操作を
選択するための設定選択画像１１８、及び管理端末・台管理サーバ１０５による操作を終
了する際に選択する終了選択画像１１９がそれぞれ表示されるようになっている。
【００４６】
　上記した各選択画像１１０～１１９のうち、本発明に関連する操作を行うための営業管
理選択画像１１０、及び設定選択画像１１８について説明する。まず、設定選択画像１１
８を選択したときに実行される処理について図３９乃至図４２を参照して説明する。まず
、図１１に示す初期画面が表示されている状態で、マウスで設定選択画像１１８を指定し
てクリックすると、図３９に示す初期設定画面２５０が管理端末・台管理サーバ１０５の
モニター１０５ａに表示される。この初期設定は、遊技場に設置される複数のパチンコ島
台の島番、エリア番号、配線の接続番号、島タイプ、各島の詳細設定等を入力するための
ものであり、それらを入力するための設定内容表示画像２５１が表示される。したがって
、設定内容表示画像２５１が表示されたときには、キーボード等を使用して必要な設定値
を入力すれば良い。また、設定内容表示画像２５１の右端上下には、スクロールキー画像
２５２が表示されており、このスクロールキー画像２５２にマウスを当ててクリックする
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ことにより、画面が上下にスクロールして多くのパチンコ島台の初期設定を行うことがで
きる。また、初期設定画面２５０には、この画面操作を説明するためのヘルプキー画像２
５３、設定値を登録するための登録キー画像２５４、設定した値をキャンセルするキャン
セルキー画像２５５、この初期設定画面２５０を終了するための終了キー画像２５６がそ
れぞれ表示され、それぞれの画像上にマウスを操作してクリックすることによりそれぞれ
の処理が実行される。
【００４７】
　更に、各パチンコ島台１の詳細な設定をするために、設定内容表示画像２５１の詳細設
定の欄をマウスでクリックすることにより、図４０及び図４１の詳細設定を行うことがで
きる。例えば、島番２０の詳細設定の欄をクリックすると図４０に示される詳細設定ウィ
ンドーズ画面２５７が表示される。この詳細設定ウィンドーズ画面２５７は、アーチ形式
（ベンリーボックスと表示）のパチンコ島台１の詳細設定であり、玉返却装置５の位置、
貯留タンク１１，１２の容量、玉抜きストッパーの有無、アーチの有無及び使用態様等を
設定できる設定内容表示画像２５８が表示される。また、例えば、島番１の詳細設定の欄
をクリックすると図４１に示される詳細設定ウィンドーズ画面２５９が表示される。この
詳細設定ウィンドーズ画面２５９は、玉交流形式（オールマイティと表示）のパチンコ島
台１の詳細設定であり、玉返却装置５の位置、ベースタンク４０，４２の容量、玉抜きス
トッパーの有無、開閉装置４５，４７の有無及び作動条件等を設定できる設定内容表示画
像２６０が表示される。なお、図４０及び図４１に示す詳細設定への移行は、初期設定画
面２５０で島番から順番に入力して島タイプツーまで入力した後に自動的に詳細設定に移
行するようにしても良い。
【００４８】
　上記のように設定された初期設定値に基づいて、営業管理選択画像１１０で選択された
処理を実行するときに画面表示されるものである。なお、この初期設定は、遊技場に設置
してからも簡単に設定することができるが、その設定操作は、専門の技術者が行うことが
望ましい。
【００４９】
　次に、図３９に示す初期設定画面２５０が表示されている状態で業務設定を指定してマ
ウスでクリックすると、図４２に示す業務設定画面２６１が管理端末・台管理サーバ１０
５のモニター１０５ａに表示される。この業務設定は、パチンコ島台１内の各種電気的装
置のうち、タイマーによって制御される装置のタイマーの設定値を設定し得る設定内容表
示画像２６２と、各種の装置を停止するか否かを設定するための設定内容表示画像２６３
とが表示され、その他に、この画面操作を説明するためのヘルプキー画像２６４、設定値
を登録するための登録キー画像２６５、この業務設定画面２６１を終了するための終了キ
ー画像２６６がそれぞれ表示され、それぞれの画像上にマウスを操作してクリックするこ
とによりそれぞれの処理が実行される。なお、設定内容表示画像２６３のうち、「検知」
は、台管理コンピュータ（ＬＰＣ）１０４から管理端末１０５に異常の発生を送信するか
否かを選択するものであり、「音声」は、インカム装置への音声出力を行うかどうかを選
択するものであり、「表示」は、管理端末１０５に異常の発生をポップアップウインドで
表示するか否かを選択するものであり、「印字」は、プリンタに各種の発生情報の印字を
行うか否かを選択するものである。また、上記した業務設定は、管理端末・台管理サーバ
１０５のプログラムが実行されていても設定変更可能である。
【００５０】
　次に、営業管理選択画像１１０を選択したときに実行される処理について図１２乃至図
３８を参照して説明する。まず、図１１に示す初期画面が表示されている状態で、マウス
で営業管理選択画像１１０を指定してクリックすると、図１２に示す島監視メニュー画面
１２０が管理端末・台管理サーバ１０５のモニター１０５ａに表示される。この島監視メ
ニュー画面１２０は、その最上部に処理表題・年月日時刻表示画像１２１が表示され、画
面中央にパチンコ遊技場に設置される複数のパチンコ島台１を模式図化した島台画像１２
７が表示される。この島台画像１２７は、前述した初期設定画面２５０で設定した島タイ
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プ及び詳細設定の設定値に対応した模式図が表示されるようになっている。
【００５１】
　また、処理表題・年月日時刻表示画像１２１の下方に複数の操作選択画像１２２が表示
され、この操作選択画像１２２のいずれかを選択することにより、この島監視メニュー画
面１２０を終了操作しなくても、営業操作、台データ、売上データ画面を表示させること
ができる。また、島監視メニュー画面１２０には、監視すべき設備を選択して表示させる
ための監視設備選択画像１２３、及び各種の操作を行うためのメニュー選択画像１２４、
一番最近に起こった履歴を複数（図示の場合には、２つであるが、それ以上でも良い）表
示するための履歴表示画像１２５、その履歴画像をスクロールして過去の分まで表示させ
るスクロールキー画像１２６が表示される。
【００５２】
　また、前記島台画像１２７に関連して、島台画像１２７の上部には、隣接する島台画像
１２７との間にアーチ画像１２８が密着して表示され、島台画像１２７の下部には、玉返
却装置画像１２９が密着して表示されている。また、各島台画像１２７の上部下部には、
パチンコ機２に付される台番号を表示する台番号表示画像１３０が少し離れて表示され、
更に、上部の台番号表示画像１３０の上方に前述した初期設定画面２５０で設定した島番
・エリア番号表示画像１３１が表示されており、下部の台番号表示画像１３０の下方に各
パチンコ島台内の装置が自動モードに設定してあるか、手動モードに設定してあるか否か
を表示する制御モード表示画像１３２が表示されている。
【００５３】
　更に、島監視メニュー画面１２０の最下方には、島監視メニュー画面１２０に表示され
る島台画像１２７のエリアを指定する表示エリア指定画像１３３、島監視メニュー画面１
２０を前画面に横スクロール表示させるための前画面指定画像１３４、島監視メニュー画
面１２０を次画面に横スクロール表示させるための次画面指定画像１３５、及び後述する
処理モードのうち、選択実行されている処理モードを表示するための動作モード表示画像
１３６がそれぞれ表示されている。
【００５４】
　上記した島台画像１２７においては、図１２に示すように、横方向の線によって複数個
（７個）に区分けされているが、この区分けは、該当するパチンコ島台１の内部に貯留さ
れる玉量センサＳ１～Ｓ８によって検出される玉量を表示するものであり、図示の場合に
は、図１４に示すように、最下方の区分け部分以下の貯留量（レベル１未満）のときには
、最下方の区分け部分が着色されて点滅（着色状態と非着色状態）し、次の区分け部分以
下の貯留量（レベル１以上レベル２未満）の貯留量のときには、その部分から下の部分が
着色される。以下、玉量センサＳ１～Ｓ８に応じて予め定められた区分け部分が玉量セン
サＳ１乃至Ｓ８の検出出力により着色表示（赤、青以外の異なる複数の色で）され、最終
的に最上部の区分け部分以上の貯留量（レベル５以上）のときにも、最上部の区分け部分
が点滅表示される。そして、レベル１未満及びレベル５以上の貯留量になると、一般的に
強制的にアーチ移送装置２４，２５，２６，３０を駆動せしめて隣接するパチンコ島台か
ら又は隣接するパチンコ島台へ移送するようになっている。このとき、玉通過確認センサ
２７，３４によって玉の移動が確認されるので、その確認されたアーチ移送装置２４，２
５，２６，３０に対応するアーチ画像１２８が着色されて稼働中である旨を表示するよう
になっている（図１２参照）。また、玉返却装置画像１２９においても玉返却動作が禁止
されると着色されてその旨が表示されるようになっている。
【００５５】
　また、島監視メニュー画面１２０では、上記したように各パチンコ島台１の玉貯留量、
アーチ移送装置が稼働中であるか否か、玉返却装置３が開放されているか否かが理解でき
るものの、パチンコ島台１内部のその他の装置の稼働状況や故障状態が分からないように
なっている。しかし、図示の場合には、仮にパチンコ島台１内の１つの装置が故障した場
合、島台画像１２７の全体が赤色に着色されると共に、前記履歴表示画像１２５に表示さ
れるので、稼働状況や故障状態が島監視メニュー画面１２０からでも理解できるようにな
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っている。なお、後述するように監視設備選択画像１２３及びメニュー選択画像１２４を
選択して全体又は個々の装置の進行形における稼働状況や故障状態を知る操作も行えるよ
うになっている。また、異常が発生した場合には、島監視メニュー画面１２０全体の１／
１０程度の大きさのポップアップウインドで異常を報知（文字等）しても良い。
【００５６】
　なお、図１２に示す島監視メニュー画面１２０では、島台画像１２７として、アーチ形
式のパチンコ島台１，１Ａが模式図化されたものを示したが、前述した初期設定画面２５
０で設定した島タイプ及び詳細設定で玉交流形式のパチンコ島台１Ｂを設定したときには
、図１３に示す島監視メニュー画面１２０ａが表示される。この島監視メニュー画面１２
０ａにおいては、図１２に示す島監視メニュー画面１２０とほとんど同じであるが、相違
する点としては、島番・エリア番号表示画像１３１の欄にベースタンク４０，４２を有し
ている旨のベースタンク表示領域画像１３７が設けられている点と、島台画像１２７の上
部にアーチ画像１２８がなく、代わりにベースタンク４０，４２を有する島台画像１２７
の上部に玉交流装置の開閉装置４５，４７に対応する開閉装置画像１３８が表示されてい
る点である。そして、開閉装置４５，４７が稼働中であるときには、開閉装置画像１３８
が着色されてその旨を表示するようになっている。
【００５７】
　また、図１２及び図１３に示す島監視メニュー画面１２０，１２０ａでは、島台画像１
２７と他の画像１２８，１２９，１３０，１３１，１３２を視覚的に分離して表示した例
を示したが、このような表示では、一画面内に表示されるパチンコ島台１の数が少なくな
るので、図１５に示すようにそれらを集約して表示して一画面で多数のパチンコ島台の島
台画像１２７を表示するようにしても良い。具体的に説明すると、１つのパチンコ島台１
２７を複数の長方形を積み重ねて表示し、その左右にアーチ画像１２８（又は開閉装置画
像）を表す長方形を密着して表示し、その下方に玉返却装置画像１２９及び台番号表示画
像１３０を重合的に密着して表示し、その上部に制御モード表示画像１３２を密着して表
示する。そして、島番・エリア番号表示画像１３１は、島台画像１２７の複数に区画され
た長方形と兼用して表示する。しかして、島番・エリア番号表示画像１３１は、文字で表
示され、玉量は、複数の長方形の着色で区別できるようにする。また、アーチ移送装置２
４，２５，２６，２７又は開閉装置３０の稼働中であるとき、玉返却装置３の閉じている
ときには、アーチ画像１２８（又は開閉装置画像）、玉返却装置画像１２９を着色すれば
、その旨が表示され知ることができ、結局、図１２，図１３と同じ情報を島監視メニュー
画面１２０ｂから得ることができる。
【００５８】
　なお、図１５に示す島監視メニュー画面１２０ｂにおいては、図１２，図１３に表示さ
れない画像として、画面の右下に貯留レベル報知画像１３９、ヘルプキー画像１４０、終
了キー画像１４１、ガイド表示画像１４２がある。このうち、貯留レベル報知画像１３９
は、図示の島台画像１２７の全体の色又は濃度の違いにより貯留量を表示するものである
ため、目安となる貯留レベルと着色との関係を表示するものであり、ヘルプキー画像１４
０は、この画面操作を説明するためのものであり、終了キー画像１４１は、この島監視メ
ニュー画面１２０ｂを終了するためのものであり、ガイド表示画面１４２は、画面の説明
又は操作中の説明が文字で表示される領域である。また、図示されていないが、この島監
視メニュー画面１２０ｂにも履歴表示画像１２５を表示しても良いことは言うまでもない
。
【００５９】
　次に、図１２の島監視メニュー画面１２０に表示される画像のうち、監視設備選択画像
１２３とメニュー選択画像１２４とをマウスで指定してクリックしたときの動作について
説明する。まず、監視設備選択画像１２３をクリックしたときの動作について図１６（Ａ
）及び図１２を参照して説明する。
【００６０】
　監視設備選択画像１２３をマウスで指定してクリックすると、図１６（Ａ）に示す主還
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元機選択画像１４３、布ベルト巻取り機選択画像１４４、玉抜きストッパー装置選択画像
１４５、ヒーター選択画像１４６が一体となったウィンドーズ画面が島監視メニュー画面
１２０のいずれかの位置に表示される。そして、そのウィンドーズ画面中の、例えば、主
還元機選択画像１４３をマウスで指定してクリックすると、玉揚送装置５の稼働中のパチ
ンコ島台１に対応する島監視メニュー画面１２０中の島台画像１２７の全体が所定の色（
例えば、青）で着色されるので、クリックした時点でどのパチンコ島台１に対応する玉揚
送装置５が稼働しているか否かが島監視メニュー画面１２０の中で一目に理解できる。同
様に、ウィンドーズ画面中の布ベルト巻取り機選択画像１４４をマウスで指定してクリッ
クすると、布ベルト自動巻取装置の稼働中のパチンコ島台１に対応する島監視メニュー画
面１２０中の島台画像１２７の全体が青で着色され、ウィンドーズ画面中の玉抜きストッ
パー装置選択画像１４５をマウスで指定してクリックすると、玉抜きストッパー装置１９
の稼働中（開放中）のパチンコ島台１に対応する島監視メニュー画面１２０中の島台画像
１２７の全体が青で着色され、ウィンドーズ画面中のヒーター選択画像１４６をマウスで
指定してクリックすると、ヒーターの稼働中（ＯＮ中）のパチンコ島台１に対応する島監
視メニュー画面１２０中の島台画像１２７の全体が青で着色される。このように、監視設
備選択画像１２３をクリックすることにより、パチンコ島台１の内部の装置のその時点で
の稼働中表示を島監視メニュー画面１２０で知ることができる。なお、監視設備選択画像
１２３をクリックしたときに表示されるウィンドーズ画面の選択画像として、図１６（Ａ
）に示す設備以外にも、例えば、小型揚送装置１７用の選択画像を含ましめても良い。
【００６１】
　次に、メニュー選択画像１２４をクリックしたときの動作について図１６（Ｂ）を参照
して説明する。メニュー選択画像１２４をマウスで指定してクリックすると、図１６（Ｂ
）に示す処理モード選択画像１４７、動作表示選択画像１４８、島別詳細表示選択画像１
４９、処理履歴選択画像１５０、ヘルプキー選択画像１５１、終了キー選択画像１５２が
一体となったウィンドーズ画面が島監視メニュー画面１２０のいずれかの位置に表示され
る。処理モード選択画像１４７は、本発明の要部をなす処理を実行させるものであり、具
体的には、開店前準備処理、営業中処理、閉店処理を簡単な操作で実行させるものである
。また、動作表示選択画像１４８は、パチンコ島台１内の各種装置を自動モードで行うか
手動モードで行うかの設定処理を実行させるものであり、島別詳細表示選択画像１４９は
、各島台をモニター画面１０５ａ上に拡大表示して各島台内の各種の装置の稼働状況を監
視するための処理を実行させるものであり、処理履歴選択画像１５０は、履歴等の一覧表
をモニター画面１０５ａ上に表示するための処理を実行させるものであり、ヘルプキー選
択画像１５１は、上記した各選択画像を選択したときの処理について説明するための処理
を実行させるためであり、終了キー選択画像１５２は、島監視メニュー画面１２０を終了
させる処理を実行させるためのものである。そこで、以下、処理モード選択画像１４７、
動作表示選択画像１４８、島別詳細表示選択画像１４９、処理履歴選択画像１５０をそれ
ぞれ指示してクリックしたときの処理について説明する。
【００６２】
　まず、処理モード選択画像１４７をクリックしたときの動作について図１６乃至図３０
を参照して説明する。まず、処理モード選択画像１４７をクリックすると、図１７に示す
処理モードウィンドーズ画面１６７が島監視メニュー画面１２０のいずれかの位置に表示
される。処理モードウィンドーズ画面１６７には、その上部に処理表題表示画像１６８が
表示され、その下方にノーマル処理選択画像１７０、開店前準備処理選択画像１７１、営
業中処理選択画像１７２、閉店処理選択画像１７３とからなる動作指示表題表示画像１６
９と、ヘルプキー画像１７４と、実行キー画像１７５と、終了キー画像１７６と、ガイド
表示画像１７７とが表示されている。処理表題表示画像１６８に含まれるノーマル処理選
択画像１７０、開店前準備処理選択画像１７１、営業中処理選択画像１７２、閉店処理選
択画像１７３については、次に詳述するが、ヘルプキー画像１７４は、上記した各選択画
像を選択したときの処理について説明するための処理を実行させるためであり、実行キー
画像１７５は、上記した各選択画像を選択したときの処理を実行させるためのものであり
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、終了キー画像１７６は、このウィンドーズ画面を終了させる処理を実行させるためのも
のであり、ガイド表示画像１７７は、このウィンドーズ画面の説明又はヘルプによって実
行させる説明が文字で表示される領域である。そして、これらの画像をマウスで指定して
クリックさせることにより、実行される。ところで、処理表題表示画像１６８に表示され
るノーマル処理選択画像１７０、開店前準備処理選択画像１７１、営業中処理選択画像１
７２、閉店処理選択画像１７３のうち、ノーマル処理選択画像１７０は、後述するように
開店前準備処理選択画像１７１を選択したときに実行される処理の最後に実行される状態
でもあり、管理端末・台管理サーバ１０５からのパチンコ島台１への直前の制御信号状態
を維持するものである。もちろん、このノーマル処理選択画像１７０は、開店準備処理、
営業中処理、閉店処理中であっても選択することは可能である。また、通常においては、
処理表題表示画像１６８が表示されたときには、図１８に示すように、まず、開店前準備
処理が実行され、その後、営業中処理が実行され、更に閉店時に閉店処理が実行される。
開店前準備処理には、玉揚送装置５の駆動を開始する還元機処理と玉抜きストッパー装置
１９を開放する玉抜きストッパー処理とヒーターを一定時間ＯＮするヒーター処理とが含
まれ、営業中処理には、玉抜きストッパー装置１９を閉じる玉抜きストッパー処理が含ま
れ、閉店処理には、玉揚送装置５の駆動を停止する還元機処理と布ベルト自動巻取装置を
駆動せしめる布ベルト自動巻取処理とが含まれる。
【００６３】
　しかして、開店前準備処理選択画像１７１をクリックして実行キー画像１７５をクリッ
クしたときの動作について図１９乃至図２１のフロー図を参照して説明する。図１９にお
いて、まず、実行キー画像１７５がクリックされると、ステップ１０で玉揚送装置５（還
元機と表示；以下、還元機という場合がある）に始動指示が導出され、その後、ステップ
１１で所定時間（例えば、１０～２０秒）が経過したか否かが判別され、その所定時間が
経過した後に、ステップ１２でシャッター装置６４ａが開放されて実際に玉の揚送が開始
されると共に、玉抜きストッパー装置１９が開放始動（バイブレーション後開放）される
。シャッター装置６４ａ及び玉抜きストッパー装置１９が始動された後に、ステップ１３
で所定時間（例えば、３０～６０秒）経過したか否かが判別され、経過したときには、ス
テップ１４及びステップ１５で還元機異常信号、玉抜きストッパー異常信号がそれぞれ有
りか否かが判別され、いずれかの信号が有ると判別されたときには、ステップ１６で台管
理コンピュータ１０４から音声でその旨を報知すると共に管理端末・台管理サーバ１０５
のモニター１０５ａ上にその旨を表示する。そして、その後、ステップ１７で開店前準備
処理を中断する。一方、還元機異常信号、玉抜きストッパー異常信号のいずれの信号もな
いときには、ステップ１８でヒーター処理指示を導出した後、ステップ１９でノーマル処
理に移行する。ノーマル処理に移行すると、処理モードウィンドーズ画面１６７のノーマ
ル処理選択画像１７０に自動的に実行している旨の表示が移行する。
【００６４】
　ここで、前記ステップ１４の還元機異常信号の導出について図２２を参照して説明する
と、ステップ４０の還元機センサ６７による異常検知、ステップ４１のオーバータイム、
ステップ４２のオーバーフロー用センサ２２のＯＮがあると判別されたときにステップ４
３で還元機異常信号が導出されるものである。還元機センサ６７による異常検知は、モー
タ内蔵プーリ６２の駆動信号が導出している状態でいずれかの列で玉の揚送検知がない場
合、玉の検出はあるが玉の移動が検出されない場合、単位時間当りの揚送個数が予め定め
た個数より少ない場合等に検出されるものであり、オーバータイム異常検知とは、モータ
内蔵プーリ６２の駆動信号が停止されたにも拘らず、モータ内蔵プーリ６２が一定時間後
も駆動している場合に検出されるものである。このように還元機異常信号は、いろいろな
異常状態において導出されるようになっている。また、図示しないが、ステップ１５の玉
抜きストッパー異常信号の導出は、玉抜きストッパー装置１９のキープソレノイド９０が
開放駆動された状態で玉通過検出センサ８７がＯＮしない場合や、キープソレノイド９０
が閉塞駆動された状態で玉通過検出センサ８７がＯＮしている場合に導出されるものであ
る。
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【００６５】
　次に、前記ステップ１８のヒーター処理指示が出された場合に実行されるヒーター処理
について図２０を参照して説明すると、ヒーター処理指示が導出されると、ステップ２０
でヒータータイマーがリセットされた後、ステップ２１でヒータータイマーがスタートす
る。このヒータータイマーは、前記した業務設定画面２６１で設定した値が使用されるも
のである。しかして、ステップ２２でその設定した所定時間が経過したか否かが判定され
、所定時間が経過したときにステップ２３でヒーターが停止される。つまり、このヒータ
ー処理は、ヒーターのＯＮ処理が開店前準備処理の実行時に行われ、実際にヒーターがＯ
ＦＦするのは、設定したタイマーの長さによっては、営業中になることもあるが、タイマ
ー制御されるので、切り忘れを確実に防止することができる。
【００６６】
　更に、前記ステップ１９のノーマル処理について図２１を参照して説明する。ノーマル
処理は、まず、ステップ３０で各装置から異常信号が導出されているか否かが判別される
。各装置としては、還元機センサ６７による前記した異常検知装置の他に、還元機シャッ
ター装置６４ａ、還元機システム（電源回りの異常検知装置）、布ベルト自動巻取り装置
、玉抜きストッパー装置１９、小型揚送装置１７（ミニ還元機と表示）、アーチ装置２４
～２７，３０、開閉装置４５，４７（ＬＣストッパーと表示）等の装置であり、それぞれ
の装置に関連して検出される異常信号が導出されるように制御される。しかして、各装置
からの異常信号があったときには、ステップ３１で台管理コンピュータ１０４から音声で
その旨を報知すると共に管理端末・台管理サーバ１０５のモニター１０５ａ上にその旨を
表示する。そして、その後、ステップ３２でノーマル処理を中断する。なお、各装置の異
常は、随時検知した状態に置かれているものである。
【００６７】
　一方、ステップ３０で異常信号がないと判別された場合には、管理端末・台管理サーバ
１０５からパチンコ島台１へのその時点での駆動信号を維持し、その維持は、ステップ３
４で他の島監視自動処理が選択されたか否か、即ち、処理モードウィンドーズ画面１６７
の営業中処理選択画像１７２、閉店処理選択画像１７３のいずれかが選択されるまで実行
される。
【００６８】
　上記したように、本実施形態における開店前準備処理は、玉揚送装置５の駆動を開始す
ると共に玉抜きストッパー装置１９を開放して玉がパチンコ島台１の内部を循環する状態
と、その循環状態中にヒーターを一定時間作動させて湿気や汚れを取って玉の流れをスム
ーズにさせる状態とを作り出すための処理である。なお、開店前準備処理とノーマル処理
のいずれの処理期間中に異常が発生したかを分かるようにするために、異常の発生時にお
ける処理モードを文字等で表示するようにしても良い。このようにすることにより、異常
原因の特定をスムーズに行うことができる。
【００６９】
　次に、営業中処理選択画像１７２をクリックして実行キー画像１７５をクリックしたと
きの動作について図２３のフロー図を参照して説明する。図２３において、営業中処理選
択画像１７２がクリックされると、ステップ５０で玉抜きストッパー装置１９の駆動が停
止される。この停止の際にもバイブレーション振動が行われて、停止時における玉整列の
状態が正常となるように実行される。その後、所定時間経過後（図示省略）にステップ５
１で玉抜きストッパー異常信号が導出されたか否かが判別される。この玉抜きストッパー
異常信号は、前述したように、玉抜きストッパー装置１９が停止しているにも拘らず玉通
過検出センサ８７が玉を検出したときに導出されるものであり、その異常信号が導出され
たときには、ステップ５２で台管理コンピュータ１０４から音声でその旨を報知すると共
に管理端末・台管理サーバ１０５のモニター１０５ａ上にその旨を表示する。そして、そ
の後、ステップ５３で営業中処理を中断する。一方、玉抜きストッパー装置１９の異常信
号が導出されない場合には、ステップ５４で他の島監視自動処理が選択されたか否か、即
ち、処理モードウィンドーズ画面１６７のノーマル処理選択画像１７０、閉店処理選択画
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像１７３（通常は選択されないが開店前準備処理選択画像１７１でも良い）のいずれかが
選択されたか否かが判別され、選択されていなければ、ステップ５１に戻ってステップ５
１～５４を繰り返し、他の島監視自動処理が選択されたときに営業中処理を終了する。
【００７０】
　このように、本実施形態における営業中処理は、玉抜きストッパー装置１９を閉塞する
状態を作り出すための処理である。
【００７１】
　次に、閉店処理選択画像１７３をクリックして実行キー画像１７５をクリックしたとき
の動作について図２４乃至図３０のフロー図を参照して説明する。図２４において、閉店
処理選択画像１７３がクリックされると、ステップ６０で布ベルトの巻取りを行うか否か
が判別される。この判別は、管理端末・台管理サーバ１０５のモニター１０５ａに巻取り
をするか否かを選択する自動巻取選択画像（図示しない）が表示され、いずれかを選択す
ることにより判別される。なお、本実施形態においては、布ベルトの自動巻取選択画像で
は、すべてのパチンコ島台の巻取装置を対象として一括指示するものとして以下の説明を
するが、自動巻取選択画像において、自動巻取を行うパチンコ島台を指定できるようにし
ても良い。この場合には、自動巻取を指定しないパチンコ島台１に対しては、次のステッ
プ６１とほぼ同じ処理を行い、自動巻取を指定したパチンコ島台１に対しては、ステップ
６２とほぼ同じ処理を行えば良い。
【００７２】
　しかして、ステップ６０で布ベルトの巻取りをしないと判別されたときには、ステップ
６１で閉店後処理１を実行し、逆に布ベルトの巻取りをすると判別されたときには、ステ
ップ６２の閉店後処理２を実行する。そこで、まず、閉店後処理１について図２５乃至図
２７を参照して説明すると、まず、ステップ７０で還元機５の停止指示が実行された後（
実際には、その前にシャッター装置６４ａの閉塞指示がある）、所定時間が経過した後（
図示省略）、ステップ７１で還元機異常信号が導出されているか否かが判別される。この
場合の還元機異常信号は、主として前述したオーバータイム異常によって導出されるもの
と考えられる。しかして、還元機異常信号があったときには、ステップ７２で台管理コン
ピュータ１０４から音声でその旨を報知すると共に管理端末・台管理サーバ１０５のモニ
ター１０５ａ上にその旨を表示する。そして、その後、ステップ７３で閉店後処理１を中
断する。一方、ステップ７１で還元機異常信号が導出されていないと判別されたときには
、ステップ７４の停止状態チェック処理サブルーチンを実行して閉店後処理１を終了する
。
【００７３】
　停止状態チェック処理サブルーチン処理は、図２６及び図２７に示すように、ステップ
８０でループ開始され、ステップ８１で玉抜きストッパー装置１９、ヒーター、還元機５
、布ベルト自動巻取装置の各装置が停止状態となっているか否かのチェックを行い、その
チェックの結果、稼働している機器があるか否かがステップ８２で判別され、なければ、
ループ終了して、次のパチンコ島台１について上記したステップ８０～８３の処理を実行
する。一方、前記ステップ８２で稼働している機器があると判別されたときには、図２７
に示すステップ８４のように管理端末・台管理サーバ１０５のモニター１０５ａ上に当該
パチンコ島台において稼動中の機器が表示されると共に停止選択の画像を表示され、停止
指示画像（ＹＥＳ）を選択したときには、ステップ８５で稼動中の機器に停止指示を導出
して前記ステップ８３に戻る。このように、停止状態チェック処理サブルーチンは、すべ
ての機器が停止しているか否かをチェックするものであり、各パチンコ島台毎に順番にル
ープ処理される。なお、図示の停止状態チェック処理サブルーチン処理においては、玉抜
きストッパー装置１９、ヒーター、還元機５、布ベルト自動巻取装置の各装置の停止状態
のチェックを行うものを示したが、チェックを受ける装置としては、上記した装置以外に
、例えば、小型揚送装置１７、パチンコ機２の電源、玉返却装置３の電源、アーチ搬送装
置等のパチンコ島台１の内部に設けられる装置であればどのような装置であっても良い。
【００７４】
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　一方、布ベルトの自動巻取を行う閉店後処理２においては、図２８に示すように、ステ
ップ９０で還元機５が実行された後（実際には、その前にシャッター装置６４ａの閉塞指
示がある）、所定時間が経過した後（図示省略）、ステップ９１で還元機異常信号が導出
されているか否かが判別される。この場合の還元機異常信号は、主として前述したオーバ
ータイム異常によって導出されるものと考えられる。しかして、還元機異常信号があった
ときには、ステップ９２で台管理コンピュータ１０４から音声でその旨を報知すると共に
管理端末・台管理サーバ１０５のモニター１０５ａ上にその旨を表示する。そして、その
後、ステップ９３で閉店後処理２を中断する。一方、ステップ９１で還元機異常信号が導
出されていないと判別されたときには、ステップ９４で布ベルトの巻取り指示が実行され
、その後、ステップ９５で予め定められた巻取り時間又は巻取り回数（巻取り時間だけで
も良い）に達したと判別されたときには、ステップ９６で布ベルトの巻取停止指示が導出
され、その後、（図示しないが所定時間をおいて）ステップ９７で巻取異常信号が導出さ
れたか否かが判別される。巻取異常信号が導出された場合には、ステップ９８で台管理コ
ンピュータ１０４から音声でその旨を報知すると共に管理端末・台管理サーバ１０５のモ
ニター１０５ａ上にその旨を表示する。そして、その後、ステップ９９で閉店後処理２を
中断する。一方、巻取異常信号が導出されない場合には、ステップ１００で前述した停止
状態チェック処理が実行されて閉店後処理２を終了する。
【００７５】
　上記したステップ９７の巻取異常信号は、図２９に示すように、ステップ１１０で送り
部（引張ユニット７１）のローラが規定回転数を下回ったと判別されたとき（布ベルトが
スリップしていると判別されたとき）、ステップ１１１で停止信号が導出されたにも拘ら
ず引張ユニット７１が駆動されているオーバータイム状態であると判別されたとき、ステ
ップ１１２で停止信号が導出されたにも拘らず巻取ユニット７４が駆動されているオーバ
ータイム状態であると判別されたとき、にそれぞれステップ１１３で自動巻取異常信号が
導出されるものである。
【００７６】
　なお、この布ベルト自動巻取装置に関しては、前述したようにチャッキングユニット７
２に布ベルト７５の張力の有無を検出するリミットスイッチが設けられているが、このリ
ミットスイッチによってロール状の布ベルトの１巻をすべて使用したか否かの検出信号が
導出されることとなるが、この導出処理は、図３０に示すように、ステップ１２０でリミ
ットスイッチがＯＮしているか否かが判別され、ＯＮしていないと判別されたときにステ
ップ１２１で１巻ロール終了信号を導出するようになっている。なお、この１巻ロール終
了信号制御処理は、割り込み処理されるものである。
【００７７】
　上記したように、本実施形態における閉店後処理は、玉揚送装置５の駆動を停止すると
共に、必要に応じて布ベルト自動巻取装置を駆動する状態を作り出すための処理である。
【００７８】
　以上、メニュー選択画像１２４のうち、処理モード選択画像１４７をクリックして選択
されたときに実行される動作について説明してきたが、本実施形態においては、管理端末
・台管理サーバ１０５には、玉揚送装置５の駆動を開始すると共に前記玉抜きストッパー
機構１９を開放して玉が玉揚送装置５、補給樋１８、回収樋１０を循環する状態と、その
循環状態中にヒーターを作動して玉の流れをスムーズにする状態とを作り出す開店前準備
処理と、玉抜きストッパー機構１９を閉塞する状態を作り出す営業中処理と、玉揚送装置
５の駆動を停止すると共に必要に応じて布ベルト自動巻取機構７１～７４を駆動する状態
を作り出す閉店処理と、のいずれかの処理を選択して実行させる操作手段としての開店前
準備処理選択画像１７１、営業中処理選択画像１７２、閉店処理選択画像１７３を設けた
ので、管理端末・台管理サーバ１０５のモニター上の開店前準備処理選択画像１７１、営
業中処理選択画像１７２、閉店処理選択画像１７３のいずれかをマウスでクリックするだ
けで、図１９乃至図２２に示す処理（玉揚送装置５の駆動を開始すると共に前記玉抜きス
トッパー機構１９を開放して玉が玉揚送装置５、補給樋１８、回収樋１０を循環する状態
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と、その循環状態中にヒーター手段を作動して玉の流れをスムーズにする状態とを作り出
す開店前準備処理）、図２３に示す処理（玉抜きストッパー機構１９を閉塞する状態を作
り出す営業中処理）、図２４乃至図３０に示す処理（玉揚送装置５の駆動を停止すると共
に必要に応じて布ベルト自動巻取機構７１～７４を駆動する状態を作り出す閉店処理）が
実行されるので、遊技場の店員が開店前準備から営業中及び閉店後まで煩雑な作業を一切
行わなくても良いという従来にない優れた効果がある。
【００７９】
　また、本実施形態において、前記閉店処理選択画像１７３をクリックすることにより実
行される閉店処理には、図２５乃至図２８に示すように、各パチンコ島台１に設けられる
前記玉揚送装置５、布ベルト自動巻取機構７１～７４、ヒーター手段、玉抜きストッパー
機構１９等の装置の停止の有無をチェックして停止していない装置があるときに自動的に
停止指令信号を導出する停止状態チェック処理を包含していることにより、閉店後におけ
る各パチンコ島台１内に設けられる装置の停止動作を確実に行うことができる。
【００８０】
　次に、図１６（Ｂ）の動作表示選択画像１４８をクリックしたときの動作について図１
６，図３１及び図３２を参照して説明する。まず、動作表示選択画像１４８をクリックす
ると、図１６（Ｂ）に示す動作指示範囲ウィンドーズ画面１５３が島監視メニュー画面１
２０のいずれかの位置に表示される。この動作指示範囲ウィンドーズ画面１５３には、全
エリア指示選択画像１５４と指定ブロック指示選択画像１５５と実行キー画像１５６（Ｏ
Ｋと表示）と終了キー画像１５７（閉と表示）とが表示され、全エリア指示選択画像１５
４をクリックして実行キー画像１５６をクリックすると、図３１に示す全エリア動作指示
ウィンドーズ画面１７８が表示される。この全エリア動作指示ウィンドーズ画面１７８は
、遊技場に設置されるすべてのパチンコ島台１の特定の装置を手動で動作させるための指
示を出すもので、図示の例では、特定の装置として玉抜きストッパー装置１９及びヒータ
ーが設定されている。しかして、全エリア動作指示ウィンドーズ画面１７８には、玉抜き
ストッパー装置選択画像１７９、ヒーター選択画像１８２、及びそれらを手動的にＯＮせ
しめるＯＮキー画像１８０，１８３、手動動作を停止するＯＦＦキー画像１８１，１８４
、手動動作を実行させる動作指示キー画像１８５、全エリア動作指示の内容や操作を説明
するヘルプキー画像１８６、全エリア動作指示ウィンドーズ画面１７８を終了する終了キ
ー画像１８７が表示されている。したがって、この画面で、例えば、玉抜きストッパー装
置選択画像１７９をクリックした後、ＯＮキー画像１８０及び動作指示キー画像１８５を
順次クリックすると、遊技場にあるすべてのパチンコ島台１の玉抜きストッパー装置１９
を開放せしめることができる。
【００８１】
　一方、動作指示範囲ウィンドーズ画面１５３の指定ブロック指示選択画像１５５をクリ
ックして実行キー画像１５６をクリックすると、図３２に示す指定ブロック動作指示ウィ
ンドーズ画面１８８が表示される。この指定ブロック動作指示ウィンドーズ画面１８８は
、遊技場に設置されるパチンコ島台１毎にその内部に設置される装置を手動で動作させる
ための指示を出すものである。しかして、指定ブロック動作指示ウィンドーズ画面１８８
には、パチンコ島台１を特定するための指定ブロック選択画像１８９、指定ブロックをス
クロールさせるためのスクロールキー画像１９０、指定した指定ブロックを確認する実行
キー画像１９１、指定ブロック動作指示ウィンドーズ画面１８８を終了させるための終了
キー画像１９２、選択されたブロックの各種装置に動作指示を与えるための選択ブロック
動作指示画像１９３が表示される。このうち、選択ブロック動作指示画面１９３には、選
択されたブロックを表示する選択ブロック表示画像１９４、選択されるべきブロックをス
クロールさせるスクロールキー画像１９５、各装置のモードを選択する自動モードキー画
像１９６及び手動モードキー画像１９７、手動モードが選択されているときに該当する装
置を駆動させるＯＮキー画像１９８、該当する装置の駆動を停止させるＯＦＦキー画像１
９９、手動動作を実行させる動作指示キー画像２００、指定ブロック動作指示の内容や操
作を説明するヘルプキー画像２０１、選択ブロック動作指示画像１９３を終了する終了キ
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ー画像２０２が表示されている。したがって、この画面で、例えば、指定ブロック選択画
像１８９で島番号「Ａ－１」のパチンコ島台を選択して実行キー画像１９１をクリックし
、その後、主還元機（玉揚送装置５のこと）の手動モードキー画像１９７、ＯＮキー画像
１９８及び動作指示キー画像２００を順次クリックすると、島番号「Ａ－１」のパチンコ
島台１の主還元機５を強制的に駆動せしめることができる。
【００８２】
　なお、図３１及び図３２でいずれか１つの装置が手動モードに選択されているときには
、図１２の制御モード表示画像１３２に「ＭＡＮＵＡＬ」という表示がなされ、いずれも
手動モードが選択されていないときには、「ＡＵＴＯ」という表示がなされるものである
。
【００８３】
　次に、図１６（Ｂ）の島別詳細表示選択画像１４９をクリックしたときの動作について
図１６，図３３乃至図３５を参照して説明する。まず、島別詳細表示選択画像１４９をク
リックすると、図１６（Ｂ）に示す島指定ブロックウィンドーズ画面１５８が島監視メニ
ュー画面１２０のいずれかの位置に表示される。この島指定ブロックウィンドーズ画面１
５８には、選択すべき島を表示する島指定選択画像１５９と、島指定選択画像１５９をス
クロールさせるスクロールキー画像１６０と、選択した島の詳細を表示する指示をするた
めの実行キー画像１６１と、島指定ブロックウィンドーズ画面１２０を終了させるための
終了キー画像１６２とが表示されている。しかして、この画面で、島指定選択画像１５９
で選択すべき島を指示してクリックし、その後実行キー画像１６１をクリックすることに
より、図３３に示す島詳細画面２０３が管理端末・台管理サーバ１０５のモニター１０５
ａに表示される。
【００８４】
　島詳細画面２０３は、その最上部に処理表題表示画像２０４が表示され、その下部に選
択された島台を表示する指定島番表示画像２０５と、該指定島番表示画像２０５をスクロ
ールするためのスクロールキー画像２０６と、制御モードを表示する選択モード表示画像
２０７と、当該島台での履歴を表示する履歴表示画像２０８と、該履歴表示画像２０８を
スクロールするためのスクロールキー画像２０９とが表示される。そして、島詳細画面２
０３の中央に選択された島台画像２１０が表示される。ここで、島台画像２１０は、前述
した初期設定画面２５０及び詳細設定ウィンドーズ画面２５７，２５９で設定された島タ
イプに応じた画像が表示され、例えば、図３３では、アーチ形式（ベンリーボックス）で
メインタンク，サブタンク，補助タンクを備えた島台画像２１０が表示され、図３４では
、玉交流形式（オールマイティ）でベースタンクを備えた島台画像２１０ａが表示され、
図３５では、玉交流形式（オールマイティ）でベースタンクを備えていない島台画像２１
０ｂが表示されるものである。
【００８５】
　しかして、図３３に示す島台画像２１０においては、パチンコ島台１を模式図化した画
像が表示され、その上部に補給樋１８に沿った形状のヒーター画像２１１が表示され、ヒ
ーター画像２１１の末端に玉抜きストッパー装置画像２１２が表示され、島台画像２１０
の下部に貯留量レベル表示画像２１３（これは、貯留タンク、補助タンクをも同時に表示
している）が表示され、中央に玉揚送装置画像２１４及び布ベルト自動巻取画像２１５が
表示され、更に、各貯留量レベル表示画像２１３間に小型揚送装置画像２１６，２１７が
表示されている。また、玉揚送装置画像２１４の隣接する位置に玉返却装置画像２１８が
表示されるが、この玉返却装置画像２１８は、島台画像２１０の側面図を表す画像にも玉
返却装置画像２１９として表示されている。この側面図画像には、アーチ画像２２０も表
示されている。
【００８６】
　また、島台画像２１０の下部には、各装置の制御モードが自動である場合に点灯して表
示する選択モード表示画像２２１と、各装置が稼働中である場合に点灯して表示する動作
状況表示画像２２２がそれぞれ表示され、島台画像２１０の側方には、ヘルプキー画像２
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２３及び終了キー画像２２４が表示されている。
【００８７】
　上記のように表示される島台画像２１０においては、正常な稼働中であるときに各画像
２１１，２１２，２１４，２１５，２１６，２１７，２２０が青色で表示され、故障して
いるときには、赤色で表示されるようになっている。また、貯留量レベル表示画像２１３
は、それぞれの貯留量に応じて色彩領域が増減し、玉返却装置画像２１８は、返却禁止時
に赤く表示されてその旨を報知するものである。
【００８８】
　なお、図３４に示す島詳細画面２０３ａにおいては、ベースタンクを有する玉交流式の
島台画像２１０ａであるが、図３３の島詳細画面２０３と相違する点は、玉揚送装置画像
２１４の上部左右に開閉装置４５，４７を表示する開閉装置画像２２５が表示される点と
、側面図がない点だけであり、それ以外は同じであり、また、図３５に示す島詳細画面２
０３ｂにおいては、ベースタンクを有しない玉交流式の島台画像２１０ｂであるが、その
画像内容は、図３４に示す島台画像２１０ａと全く同じである。したがって、ベースタン
クに相当する貯留レベル表示画像２１３及び開閉装置画像２２５も画面内に表示されるが
、これらは作動しないので色変化もない。
【００８９】
　以上、図１６（Ｂ）の島別詳細表示選択画像１４９をクリックしたときの動作について
説明してきたが、本実施形態においては、このような操作をしなくても、例えば、図１２
に示す島台画像１２７のうち、所望の島台画像１２７をマウスで指示してクリックさせる
ことにより、モニター１０５ａ上に図３３乃至図３５と同じ島詳細画面２０３，２０３ａ
，２０３ｂを表示させることができるようになっている。
【００９０】
　次に、図１６（Ｂ）の処理履歴選択画像１５０をクリックしたときの動作について図１
６、図３６乃至図３８を参照して説明する。処理履歴選択画像１５０をクリックすると、
図１６（Ｂ）に示す履歴メニューウィンドーズ画面１６３が表示される。この履歴メニュ
ーウィンドーズ画面１６３には、全処理履歴選択画像１６４と、異常履歴選択画像１６５
と、玉量履歴選択画像１６６とが含まれている。しかして、全処理履歴選択画像１６４を
クリックすると、図３６に示す全処理履歴表示ウィンドーズ画面２２６が表示され、異常
履歴選択画像１６５をクリックすると、図示しないが異常に関する履歴だけがリストアッ
プされた一覧表図画像が表示され、玉量履歴選択画像１６６をクリックすると図３７に示
す玉量履歴表示ウィンドーズ画面２３２が表示される。
【００９１】
　まず、図３６の全処理履歴表示ウィンドーズ画面２２６について説明すると、この全処
理履歴表示ウィンドーズ画面２２６には、表示される履歴の期間を示す期間表示画像２２
７と、発生年月日・時刻・島番・履歴内容を表示する処理履歴内容表示画像２２８と、該
処理履歴内容表示画像２２８をスクロールするスクロールキー画像２２９と、処理履歴内
容表示画像２２８に表示された内容をプリントアウトする指令を導出する印字キー画像２
３０と、処理履歴内容表示画像２２８を終了する終了キー画像２３１とが表示されている
。処理履歴内容表示画像２２８に表示される履歴は、各装置の作動状況履歴や異常履歴の
すべてを含むものであり、この処理履歴内容表示画像２２８の内容を見ることにより、各
装置の作動状況を確認することができると共に、故障原因をさかのぼって追求することも
可能である。
【００９２】
　次に、図３７の玉量履歴表示ウィンドーズ画面２３２について説明すると、玉量履歴表
示ウィンドーズ画面２３２には、表示される玉量履歴の年月日を示す期日表示画像２３３
と、該当するパチンコ島台１の島番を表示する指定島番表示画像２３４と、該指定島番表
示画像２３４をスクロールするスクロールキー画像２３５と、時刻と玉量レベルとの対応
関係を表示する玉量履歴内容表示画像２３６と、該玉量履歴内容表示画像２３６をスクロ
ールするスクロールキー画像２３７と、玉量履歴内容表示画像２３６に表示される玉量履
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歴をグラフ化させる指示を導出するグラフキー画像２３８と、そのグラフキー画像２３８
で指定したグラフを画面上に呼び出すためのグラフ呼出キー画像２３９と、玉量履歴内容
表示画像２３６を終了する終了キー画像２４０とが表示されている。
【００９３】
　上記したグラフキー画像２３８をクリックし且つグラフ呼出キー画像２３９をクリック
すると、図３８に示す玉量推移グラフ表示ウィンドーズ画面２４１がモニター１０５ａ上
に表示される。この玉量推移グラフ表示ウィンドーズ画面２４１は、時間経過と共に玉量
がどのように推移したかを一目で理解できるように表示するものであり、表示される玉量
履歴の年月日を示す期日表示画像２４２と、該当するパチンコ島台１の島番を表示する指
定島番表示画像２４３と、時刻と玉量レベルとの対応関係をグラフ表示する玉量推移グラ
フ表示画像２４４と、該玉量推移グラフ表示画像２４４に表示されるグラフを印字させる
印字キー画像２４５と、ヘルプキー画像２４６と、玉量推移グラフ表示画像２４４を終了
する終了キー画像２４７とが表示されている。
【００９４】
　上記した玉量履歴を画面上又は印字した紙情報で確認することにより、アーチ装置や玉
交流装置を介して予め玉の平均化を手動的に行うことができると共に、新たな機種のパチ
ンコ機を導入したときに、その機種の玉量の経時的な動きを的確に把握することができる
ので、玉量の不足時刻又は玉量の過剰時刻に対応して予め各パチンコ島台の玉量を調整す
ることが可能である。
【００９５】
　以上、実施形態について説明してきたが、本実施形態によれば、複数のパチンコ機２を
列設すると共に、玉を揚送する玉揚送装置５と、該玉揚送装置５によって揚送された玉を
前記複数のパチンコ機に補給する補給樋１８と、前記複数のパチンコ機２から排出された
玉を前記玉揚送装置５に向けて回収する回収樋１０と、を少なくとも備えたパチンコ島台
１が複数配列された遊技場の管理装置１０４，１０５において、前記各パチンコ島台１に
は、前記玉揚送装置５に関連して設けられる布ベルト自動巻取機構７１～７４と、前記補
給樋１８に関連して設けられるヒーター手段と、前記補給樋１８の末端から前記回収樋１
０に向けて玉の流下の諾否を選択し得る玉抜きストッパー機構１９と、を具備し、前記管
理装置１０４，１０５のうちの管理端末・台管理サーバ１０５には、前記玉揚送装置５の
駆動を開始すると共に前記玉抜きストッパー機構１９を開放して玉が玉揚送装置５、補給
樋１８、回収樋１０を循環する状態と、その循環状態中に前記ヒーター手段を作動して玉
の流れをスムーズにする状態とを作り出す開店前準備処理と、前記玉抜きストッパー機構
１９を閉塞する状態を作り出す営業中処理と、前記玉揚送装置５の駆動を停止すると共に
必要に応じて前記布ベルト自動巻取機構７１～７４を駆動する状態を作り出す閉店処理と
、のいずれかの処理を選択して実行させる操作手段としての開店前準備処理画像１７１、
営業中処理画像１７２、閉店処理画像１７３を設けたので、管理装置１０４，１０５のう
ちの管理端末・台管理サーバ１０５のモニター上の開店前準備処理画像１７１、営業中処
理画像１７２、閉店処理画像１７３のいずれかをマウスでクリックするだけで、図１９乃
至図２２に示す処理（玉揚送装置５の駆動を開始すると共に前記玉抜きストッパー機構１
９を開放して玉が玉揚送装置５、補給樋１８、回収樋１０を循環する状態と、その循環状
態中にヒーター手段を作動して玉の流れをスムーズにする状態とを作り出す開店前準備処
理）、図２３に示す処理（玉抜きストッパー機構１９を閉塞する状態を作り出す営業中処
理）、図２４乃至図３０に示す処理（玉揚送装置５の駆動を停止すると共に必要に応じて
布ベルト自動巻取機構７１～７４を駆動する状態を作り出す閉店処理）が実行されるので
、遊技場の店員が開店前準備から営業中及び閉店後まで煩雑な作業を一切行わなくても良
い。
【００９６】
　また、本実施形態において、前記閉店処理選択画像１７３をクリックすることにより実
行される閉店処理には、図２５乃至図２８に示すように、各パチンコ島台１に設けられる
前記玉揚送装置５、布ベルト自動巻取機構７１～７４、ヒーター手段、玉抜きストッパー
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機構１９等の装置の停止の有無をチェックして停止していない装置があるときに自動的に
停止指令信号を導出する停止状態チェック処理を包含していることにより、閉店後におけ
る各パチンコ島台１内に設けられる装置の停止動作を確実に行うことができる。
【００９７】
　なお、図示した実施形態から把握できる発明として以下のようなものがある。
（１）図１２に示すように、パチンコ島台の稼働状況を模式図化した島監視メニュー画面
１２０を表示するモニター１０５ａを有する監視管理装置１０５において、前記島監視メ
ニュー画面１２０に複数の履歴を表示する履歴表示画像１２５を表示するようにしたこと
を特徴とするパチンコ遊技場の監視管理装置。このように構成することにより、パチンコ
島台の稼働状況を島台画像１２７で監視しながらパチンコ島台内部の装置の故障等の履歴
を履歴表示画像１２５で確認することができるので、異常が生じたときなどにわざわざ履
歴画面に切り替えることなくスムーズに異常の原因を知ることができる。なお、パチンコ
島台の稼働状況を模式図化した画像としては、図１２に示すように複数のパチンコ島台が
同時に表示される画像であっても良いし、図３３に示す１つのパチンコ島台だけが表示さ
れる画像であっても良い。
（２）図３８に示すように、内部に所定量の玉を貯留するパチンコ島台の管理装置におい
て、該管理装置には、パチンコ島台に貯留される玉量を経時的に記憶する記憶手段と、該
記憶手段に記憶された数値に基づいて玉量履歴をグラフ化して管理装置のモニター１０５
に表示するグラフ化表示手段と、該グラフ化表示手段によって表示されたグラフを印字す
るグラフ印字手段とを備えたことを特徴とするパチンコ島台の管理装置。このように構成
することにより、玉量履歴を画面上又は印字した紙情報で確認することができるため、ア
ーチ装置や玉交流装置を介して予め玉の平均化を手動的に行うことができると共に、新た
な機種のパチンコ機を導入したときに、その機種の玉量の経時的な動きを的確に把握する
ことができるので、玉量の不足時刻又は玉量の過剰時刻に対応して予め各パチンコ島台の
玉量を調整することが可能である。
【００９８】
【発明の効果】
　以上、説明したところから明らかなように、本請求項１の発明においては、管理装置に
、玉揚送装置の駆動を開始すると共に玉抜きストッパー機構を開放して玉が玉揚送装置、
補給樋、回収樋を循環する状態と、その循環状態中にヒーター手段を作動して玉の流れを
スムーズにする状態とを作り出す開店前準備処理と、玉抜きストッパー機構を閉塞する状
態を作り出す営業中処理と、玉揚送装置の駆動を停止すると共に自動巻取の選択がなされ
たパチンコ島台に対して布ベルト自動巻取機構を駆動する状態を作り出す閉店処理と、の
いずれかの処理を選択して実行させる処理実行手段を設け、前記管理装置には、さらに前
記開店前準備処理が実行される旨の表示が付された開店前準備処理操作部と、前記営業中
処理が実行される旨の表示が付された営業中処理操作部と、前記閉店処理が実行される旨
の表示が付された閉店処理操作部と、を設け、前記開店前準備処理操作部が操作されるこ
とにより前記開店前準備処理が実行され、前記営業中処理選択画像１７２が操作されるこ
とにより前記営業中処理が実行され、前記閉店処理操作部が操作されることにより前記閉
店処理が実行されるので、管理装置の操作部を操作するだけで、開店前準備処理と、営業
中処理と、閉店処理とが自動的に実行されるので、遊技場の店員が開店前準備から営業中
及び閉店後まで煩雑な作業を一切行わなくても良い。
【００９９】
　また、本請求項２の発明においては、前記閉店処理に、前記設備機器の停止の有無をチ
ェックする停止状態チェック処理を包含し、該停止状態チェック処理によって停止してい
ない設備機器があると判断された場合に、前記管理装置に付設されたモニターに、前記設
備機器が設けられているパチンコ島台に対応させて稼動中の設備機器を表示すると共に当
該稼動中の設備機器を停止させるか否かを選択する停止選択画像を表示することにより、
閉店後における各パチンコ島台内に設けられる装置の停止動作を確実に行うことができる
。
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【０１００】
　また、本請求項３の発明においては、前記管理装置に付設されたモニターに、各パチン
コ島台に設けられた設備機器の稼働状況を模式図化した島台画像と、前記処理実行手段で
選択実行されている処理モードを表示するための処理モード表示画面と、を表示すること
により、各パチンコ島台の処理モードを簡単に知ることができる。
【０１０１】
　また、本請求項４の発明においては、管理装置に、玉揚送装置の駆動を開始すると共に
玉が玉揚送装置、補給樋、前記管理装置には、前記パチンコ島台に貯留される玉量を経時
的に記憶する記憶手段と、該記憶手段に記憶された数値に基づいて玉量履歴を経時的にグ
ラフ化して当該管理装置のモニターに表示するグラフ化表示手段と、を備えたので、玉量
履歴を画面上で確認することができるため、玉交流装置等を介して予め玉の平均化を手動
的に行うことができると共に、新たな機種のパチンコ機を導入したときに、その機種の玉
量の経時的な動きを的確に把握することができるので、玉量の不足時刻又は玉量の過剰時
刻に対応して予め各パチンコ島台の玉量を調整することが可能である。
【０１０２】
　また、本請求項５の発明においては、前記開店前準備処理は、前記玉揚送装置の駆動を
開始指示する始動指示処理と、該始動指示処理から所定時間が経過したときに前記玉抜き
ストッパー機構を開放指示する開放指示処理と、該開放指示処理から所定時間経過したと
きに前記玉揚送装置及び前記玉抜きストッパー機構の異常を確認する異常確認処理と、該
異常確認処理によって異常が確認されないときに前記ヒーター手段の作動を指示する作動
指示処理と、からなるので、玉揚送装置及び玉抜きストッパー機構が正常に作動してから
ヒーターが作動されるため、極めて安全に開店前準備処理を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】パチンコ島台の内部構造を示す縦断面図である。
【図２】複数のパチンコ島台の関係を示す概略図である。
【図３】玉の交流形式が図１のパチンコ島台と異なるパチンコ島台の内部構造を示す縦断
面図である。
【図４】図３に示す複数のパチンコ島台の関係を示す概略図である。
【図５】玉の交流形式が図１及び図３と異なる複数のパチンコ島台の関係を示す概略図で
ある。
【図６】パチンコ島台の内部に収納された状態の玉揚送装置の側面図である。
【図７】玉揚送装置の斜視図である。
【図８】ストッパー装置の分解斜視図である。
【図９】遊技場及び遊技場に設置される複数のパチンコ島台を管理するための各種の管理
装置と島台との関係を示すブロック図である。
【図１０】管理端末・台管理サーバと台管理コンピュータとパチンコ島台との関係だけを
示すブロック図である。
【図１１】管理端末・台管理サーバのモニター画面の初期画面の正面図である。
【図１２】図１１の初期画面中の営業管理選択画像をクリックし且つ島監視メニュー画面
の島監視をクリックしたときに表示されるアーチ形式パチンコ島台の選択処理表示画面の
正面図である。
【図１３】パチンコ島台が玉交流装置形式であるときの島監視メニュー画面の正面図であ
る。
【図１４】図１２及び図１３において表示される島台画像の玉貯留量の表示態様を説明す
るための説明図である。
【図１５】図１２及び図１３と異なる表示方法で表示する選択処理表示画面の正面図であ
る。
【図１６】図１２の監視設備選択画像及びメニュー選択画像をクリックしたときに表示さ
れる処理画像の説明図である。
【図１７】図１６（Ｂ）の処理モード選択画像をクリックしたときに表示される処理モー
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ドウィンドーズ画面の正面図である。
【図１８】図１７に表示される処理モードの経時的な操作を示すフロー図である。
【図１９】処理モードのうち、開店前準備処理を選択したときに実行される動作を示すフ
ロー図である。
【図２０】図１９中に含まれる処理に対応して実行される処理を示すフロー図である。
【図２１】同じく、図１９中に含まれる処理に対応して実行される処理を示すフロー図で
ある。
【図２２】同じく、図１９中に含まれる処理に対応して実行される処理を示すフロー図で
ある。
【図２３】処理モードのうち、営業中処理を選択したときに実行される動作を示すフロー
図である。
【図２４】処理モードのうち、閉店処理を選択したときに実行される動作を示すフロー図
である。
【図２５】図２４の続きを示すフロー図である。
【図２６】図２５に含まれる処理の詳細を示すフロー図である。
【図２７】図２６の続きを示すフロー図である。
【図２８】図２４の続きを示すフロー図である。
【図２９】図２８中に含まれ理処理に対応して実行される処理を示すフロー図である。
【図３０】同じく、図２８中に含まれ理処理に対応して実行される処理を示すフロー図で
ある。
【図３１】図１６（Ｂ）の動作表示選択画像をクリックし且つ全エリア指示選択画像を実
行させたときに表示される全エリア動作指示ウィンドーズ画面の正面図である。
【図３２】図１６（Ｂ）の動作表示選択画像をクリックし且つ指定ブロック指示選択画像
を実行させたときに表示される指定ブロック動作指示ウィンドーズ画面の正面図である。
【図３３】図１６（Ｂ）の島別詳細表示選択画像をクリックし且つ島指定選択画像をクリ
ックさせて実行させたときに表示されるアーチ形式のパチンコ島台の島詳細画面の正面図
である。
【図３４】同じ操作をしたときの玉交流形式のベースタンク具備パチンコ島台の島詳細画
面の正面図である。
【図３５】同じ操作をしたときの玉交流形式のベースタンクを有しないパチンコ島台の島
詳細画面の正面図である。
【図３６】図１６（Ｂ）の処理履歴選択画像をクリックし且つ全処理履歴選択画像をクリ
ックしたときに表示される全処理履歴表示ウィンドーズ画面の正面図である。
【図３７】図１６（Ｂ）の処理履歴選択画像をクリックし且つ玉量履歴選択画像をクリッ
クしたときに表示される玉量履歴表示ウィンドーズ画面の正面図である。
【図３８】図３７のグラフキー画像をクリックし且つグラフ呼出キー画像をクリックした
ときに表示される玉量推移グラフ表示ウィンドーズ画面の正面図である。
【図３９】図１１の設定画像をクリックし且つ初期設定を実行させたときに表示される初
期設定画面の正面図である。
【図４０】図３９の設定内容表示画像中の詳細設定の欄をクリックしたときに表示される
アーチ形式パチンコ島台の詳細設定ウィンドーズ画面の正面図である。
【図４１】同じく図３９の設定内容表示画像中の詳細設定の欄をクリックしたときに表示
される玉交流形式パチンコ島台の詳細設定ウィンドーズ画面の正面図である。
【図４２】図１１の設定画像をクリックし且つ業務設定を実行させたときに表示される業
務設定画面の正面図である。
【符号の説明】
１ パチンコ島台
２ パチンコ機
３ 玉返却装置
５ 玉揚送装置
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６ 上部タンク
７ 交流タンク
１０ 回収樋
１１ 貯留タンク
１２ 貯留タンク
１７ 小型揚送装置
１８ 補給樋
１９ 玉抜きストッパー装置
２４ 上部傾斜樋
２５ 下部アーチ樋
２６ 開閉装置
２７ 玉通過確認センサ
３０ アーチ移送装置
３２ 移送モータ
３４ 玉通過確認センサ
４０ ベースタンク
４１ 玉返却装置
４２ サブベースタンク
４４ 第１交流樋
４５ 第１開閉装置
４６ 第２交流樋
４７ 第２開閉装置
６２ モータ内蔵プーリ
６３ 搬送ベルト
６４ａ シャッター装置
６７ 還元機センサ
７１ 引張ユニット
７２ チャッキングユニット
７３ 装着ユニット
７４ 巻取ユニット
７５ 布ベルト
１０４ 台管理コンピュータ
１０５ 管理端末・台管理サーバ
１２０ 島監視メニュー画面
１２４ メニュー選択画像
１４７ 処理モード選択画像
１６９ 動作指示表題表示画像
１７１ 開店前準備処理選択画像
１７２ 営業中処理選択画像
１７３ 閉店処理選択画像
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